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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信システムであって、
　リモート通信コンポーネントから受信されたアナログ信号に関連付けられているそれぞ
れの時間遅延アナログ信号をそれぞれのデジタルデータサンプルに変換するためのコンバ
ータサブコンポーネントのセット、および補助経路に関連付けられている補助コンバータ
サブコンポーネントを備えるコンバータコンポーネントであって、コンバータサブコンポ
ーネントのセットのそれぞれのコンバータサブコンポーネントはそれぞれの経路に関連付
けられている、コンバータコンポーネントと、
　前記補助経路に関連付けられている補助信号および前記それぞれのコンバータサブコン
ポーネントの前記それぞれの経路に関連付けられているそれぞれの信号の分析の結果に少
なくとも一部は基づき、前記それぞれのコンバータサブコンポーネントの前記それぞれの
経路の間の経路による違いを決定し、前記それぞれのコンバータサブコンポーネントの較
正を容易にし、前記経路による違いを低減するための較正コンポーネントであって、前記
それぞれの信号は、前記それぞれのデジタルデータサンプルを含む、較正コンポーネント
とを備える通信システム。
【請求項２】
　前記較正コンポーネントは、前記補助信号に少なくとも一部は基づく、補助サンプルの
セットに関係する情報を前記それぞれの信号に少なくとも一部は基づく、前記デジタルデ
ータサンプルのそれぞれのセットに関係する他の情報と比較し、補助サンプルの前記セッ
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トに関係する前記情報とデジタルデータサンプルの前記それぞれのセットに関係する前記
他の情報との間のそれぞれの差に少なくとも一部は基づき前記それぞれの経路の間の前記
経路による違いを決定する請求項1に記載の通信システム。
【請求項３】
　前記経路による違いの前記決定の一部として、前記較正コンポーネントは、補助サンプ
ルの前記セットに関係する前記情報とデジタルデータサンプルの前記それぞれのセットに
関係する前記他の情報との間の前記それぞれの差に少なくとも一部は基づき平方差誤差メ
トリックを決定する請求項2に記載の通信システム。
【請求項４】
　前記較正コンポーネントは、補助サンプルの前記セットの第1の補助サンプルに関係す
る補助サンプル関係情報とコンバータサブコンポーネントの前記セットの第1のコンバー
タサブコンポーネントに関連付けられているデジタルデータサンプルの前記それぞれのセ
ットの第1のセットの第1のデジタルデータサンプルに関係するサンプル関係情報との間の
差に少なくとも一部は基づき前記平方差誤差メトリックを計算し、前記第1の補助サンプ
ルの補助サンプリング時間は、前記第1のデジタルデータサンプルのサンプリング時間と
一致する請求項3に記載の通信システム。
【請求項５】
　前記較正コンポーネントは、補助サンプルの前記セットの第2の補助サンプルに関係す
る第2の補助サンプル関係情報とコンバータサブコンポーネントの前記セットの第2のコン
バータサブコンポーネントに関連付けられているデジタルデータサンプルの前記それぞれ
のセットの第2のセットの第2のデジタルデータサンプルに関係するサンプル関係情報との
間の第2の差に少なくとも一部は基づき前記平方差誤差メトリックを計算し、前記第2の補
助サンプルの第2の補助サンプリング時間は、前記第2のデジタルデータサンプルの第2の
サンプリング時間と一致する請求項4に記載の通信システム。
【請求項６】
　前記平方差誤差メトリックは、平均平方差誤差メトリックまたは中央値平方差誤差メト
リックのうちの少なくとも一方であり、前記較正コンポーネントは、補助サンプルの前記
セットの複数の補助サンプルに関連付けられている平均値もしくは中央値に関係する補助
サンプル関係情報とコンバータサブコンポーネントの前記セットの第1のコンバータサブ
コンポーネントに関連付けられているデジタルデータサンプルの前記それぞれのセットの
第1のセットの複数のデジタルデータサンプルに関連付けられている別の平均値もしくは
別の中央値に関係するサンプル関係情報との間の差に少なくとも一部は基づき前記平方差
誤差メトリックまたは前記中央値平方差誤差メトリックのうちの少なくとも一方を計算し
、前記複数の補助サンプルのそれぞれの補助サンプリング時間は、前記複数のデジタルデ
ータサンプルのそれぞれのサンプリング時間と一致する請求項3に記載の通信システム。
【請求項７】
　前記較正コンポーネントは、前記補助コンバータサブコンポーネントに関連付けられて
いる前記補助経路をコンバータサブコンポーネントの前記セットのコンバータサブコンポ
ーネントに関連付けられている経路とアライメントし、前記補助コンバータサブコンポー
ネントによる前記補助信号のサンプリングが前記コンバータサブコンポーネントによる信
号のサンプリングの一部と一致することを可能にする請求項1に記載の通信システム。
【請求項８】
　信号処理方法であって、
　コンバータサブコンポーネントのセットのそれぞれのコンバータサブコンポーネントの
それぞれの経路の間の経路による違いを、補助サブコンポーネントに関連付けられている
補助経路に関連付けられている補助信号およびコンバータサブコンポーネントの前記セッ
トの前記それぞれのコンバータサブコンポーネントの前記それぞれの経路に関連付けられ
ているそれぞれの信号の分析結果に少なくとも一部は基づき決定し、前記それぞれのコン
バータサブコンポーネントを較正し、前記経路による違いを軽減することを容易にするス
テップと、



(3) JP 6697007 B2 2020.5.20

10

20

30

40

50

　前記それぞれのコンバータサブコンポーネントまたは前記それぞれの経路を調整して前
記それぞれのコンバータサブコンポーネントまたは前記それぞれの経路の間の前記経路に
よる違いの前記軽減を容易にするステップとを含む信号処理方法。
【請求項９】
　前記経路による違いの前記決定の一部として、補助サンプルのセットに関係する情報と
サンプルのそれぞれのセットに関係する情報との間のそれぞれの差に少なくとも一部は基
づき平方差誤差を決定するステップをさらに含み、
　前記分析は、
　前記補助信号に少なくとも一部は基づく、補助サンプルのセットに関係する情報を前記
それぞれの信号に少なくとも一部は基づく、サンプルのそれぞれのセットに関係する情報
と比較するステップであって、前記経路による違いを決定する前記ステップは、補助サン
プルの前記セットに関係する前記情報とサンプルの前記それぞれのセットに関係する前記
情報との間のそれぞれの差に少なくとも一部は基づき前記それぞれの経路の間の前記経路
による違いを決定するステップをさらに含む請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　トランシーバであって、
　コンバータサブコンポーネントのセットのそれぞれのコンバータサブコンポーネントの
それぞれの経路の間の経路による違いを、補助サブコンポーネントに関連付けられている
補助経路に関連付けられている補助信号とコンバータサブコンポーネントの前記セットの
前記それぞれのコンバータサブコンポーネントの前記それぞれの経路に関連付けられてい
るそれぞれの信号との比較結果に少なくとも一部は基づき、決定し、前記それぞれのコン
バータサブコンポーネントを較正し、前記経路による違いを低減することを容易にするた
めの手段と、
　前記それぞれのコンバータサブコンポーネントまたは前記それぞれの経路を較正して前
記それぞれのコンバータサブコンポーネントまたは前記それぞれの経路の間における前記
経路による違いの前記低減を容易にするための手段とを備えるトランシーバ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、情報の通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　トランシーバなどの通信デバイスが、音声データまたは他のデータを他方の通信デバイ
スに送信するか、または他方の通信デバイスから受信するために使用することができる。
音声データまたは他のデータは、有線またはワイヤレス通信接続を介して伝達され得る。
1つの傾向は、伝達できるデータの量を増加させ、データの通信速度を上げることである
。
【０００３】
　通信データの転送レート、速度、および帯域幅が増大するにつれ、データを送信し、処
理し、受信するために使用される回路も、高帯域幅信号を処理しなければならなくなる。
デジタル信号処理を使用する多くのシステムによって使用される一コンポーネントは、さ
らなるデジタル信号処理のためにアナログ信号(たとえば、音声信号)をデジタル形式に変
換するために使用できるアナログ/デジタルコンバータ(ADC)である。高いサンプリング速
度で比較的高い帯域幅をサポートすることができるADCを設計するための一アプローチは
、ADCのアレイ(たとえば、サブADCのアレイ)をインタリーブ制御することであり、アレイ
の各サブADCは、比較的低い速度で動作することができる。アレイのサブADCからのより低
いサンプリングデジタルデータサンプルを組み合わせることで高速デジタルデータストリ
ームを生成することができる。これは、アレイのサブADCがより低い速度で動作すること
を可能にすることができ、したがって、サブADCは、現在の集積回路処理技術の制限の下
で設計することができる。そのような従来のインタリーブ方式のADC設計の問題点は、サ



(4) JP 6697007 B2 2020.5.20

10

20

30

40

50

ブADC間の処理差が、組み合わされたデジタルストリームの歪みの一因になり得ることで
あるとしてよい。そのような処理差またはミスマッチは、たとえば、異なる低周波数オフ
セット、バルク利得、遅延、帯域幅、およびより一般的には、アレイのサブADCに関連付
けられている異なる経路伝達関数を含み得る。
【０００４】
　システム設計者は、多くの場合、これらの経路差を比較的小さくすることができるよう
にADCアレイを設計することを試み得る。しかしながら、高速通信システムに対する面積
および電力設計をより効率的なものとするために、望ましくない電力および面積ペナルテ
ィが生じること、さらにはこれらの歪みを許容可能なレベルに保つためにより複雑な回路
設計が採用されることがあり得る。これらのペナルティは、著しく大きくなることがあり
、システムの電力および面積要件に大きく関わる可能性があり、したがって、そのような
ペナルティならびに電力および面積要件を回避することが望ましいことがある。
【０００５】
　また、従来のシステムでは、デジタル/アナログコンバータ(DAC)などの、補助ハードウ
ェアは、多くの場合、経路差を較正するか、または補正するために使用することができる
テスト/較正信号を発生させることによって、これらの歪みを補正するために使用され、
および/または必要なものであり得る。そのような従来の設計は、システムのコストおよ
び複雑度を増大させることがあり、たとえば、テスト信号が通信チャネルの信号伝送に干
渉する場合には、使用が制限される可能性がある。したがって、結果として、そのような
較正は、典型的には、実際のデータがサンプリングアレイによって受信される前の特定の
期間にのみ実行されることが許され得る。
【０００６】
　サブADCのアレイに関連付けられているそのような歪みを補正するための別の従来の方
法は、受信された信号をオーバーサンプリングすることができるサンプリングアレイ(sam
pling array)を使用するものであってよい。受信された信号をオーバーサンプリングする
ことで少しずつ集められた情報は、サブADCに関連付けられている処理経路差を較正し、
補正するために使用することができる。しかしながら、そのような従来のアプローチは、
システム設計を著しく複雑にすることがあり、その結果、オーバーサンプリングされたチ
ャネル信号を取得するために使用されるサンプリング速度が高くなることから、システム
設計に使用される電力および面積が大きくなり望ましくない場合がある。
【０００７】
　サブADCのアレイに関連付けられているそのような歪みを補正するための他の何らかの
従来の方法は、補助ADCを使用してサブADCに関連付けられている経路差の検出を可能にす
ることができる別の受信要素を追加するステップを含むことができる。しかしながら、そ
のような方法は、また、正確な信号特性について何らかの形で知っていることに依存する
可能性があり、使用が制限されることがある。さらに、これらの従来の方法は、コストが
高いという点で望ましくない場合があり、複雑なおよび/または非効率なシステム設計を
有し得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一実施形態において、本明細書において開示されているのは、リモート通信コンポーネ
ントから受信されたアナログ信号に関連付けられているそれぞれの時間遅延アナログ信号
をそれぞれのデジタルデータサンプルに変換するためのコンバータサブコンポーネントの
セット、および補助経路に関連付けられている補助コンバータサブコンポーネントを備え
るコンバータコンポーネントであって、コンバータサブコンポーネントのセットのそれぞ
れのコンバータサブコンポーネントはそれぞれの経路に関連付けられている、コンバータ
コンポーネントを含むシステムである。システムは、補助経路に関連付けられている補助
信号およびそれぞれのコンバータサブコンポーネントのそれぞれの経路に関連付けられて
いるそれぞれの信号の分析の結果に少なくとも一部は基づき、それぞれのコンバータサブ
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コンポーネントのそれぞれの経路の間の経路差を決定し、それぞれのコンバータサブコン
ポーネントの較正を容易にし、経路差を小さくするための較正コンポーネントであって、
それぞれの信号は、それぞれのデジタルデータサンプルを含む、較正コンポーネントも含
むことができる。
【０００９】
　別の実施形態において、本明細書において開示されているのは、コンバータサブコンポ
ーネントのセットのうちのそれぞれのコンバータサブコンポーネントのそれぞれの経路の
間の経路差を、補助サブコンポーネントに関連付けられている補助経路に関連付けられて
いる補助信号およびコンバータサブコンポーネントのセットのうちのそれぞれのコンバー
タサブコンポーネントのそれぞれの経路に関連付けられているそれぞれの信号の分析結果
に少なくとも一部は基づき、決定し、それぞれのコンバータサブコンポーネントを較正し
、経路差を軽減することを容易にするステップを伴う方法である。方法は、それぞれのコ
ンバータサブコンポーネントまたはそれぞれの経路を調整してそれぞれのコンバータサブ
コンポーネントまたはそれぞれの経路の間の経路差の軽減を容易にするステップも伴い得
る。
【００１０】
　別の実施形態において、本明細書において開示されているのは、補助サブコンポーネン
トに関連付けられている補助経路に関連付けられている補助信号とコンバータサブコンポ
ーネントのセットのうちのそれぞれのコンバータサブコンポーネントのそれぞれの経路に
関連付けられているそれぞれの信号との比較結果に少なくとも一部は基づき、コンバータ
サブコンポーネントのセットのうちのそれぞれのコンバータサブコンポーネントのそれぞ
れの経路の間の経路差を決定し、それぞれのコンバータサブコンポーネントを較正するこ
とを容易にし、経路差を低減するための手段を含むシステムである。システムは、それぞ
れのコンバータサブコンポーネントまたはそれぞれの経路を較正してそれぞれのコンバー
タサブコンポーネントまたはそれぞれの経路の間の経路差の低減を容易にするための手段
も含み得る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】トランシーバコンポーネントのサブADCのアレイのサブアナログ/デジタルコンバ
ータ(サブADC)を較正することを容易にし、サブADC経路差を補正または軽減することを容
易にすることができる例示的なシステムを示すブロック図である。
【図２】サブADCアレイの補助サブADC、第1のサブADC、および第2のサブADCによるサンプ
リングを示す例示的なサンプリングタイミング図である。
【図３】サブADCアレイの補助サブADC、第1のサブADC、および第2のサブADCのサンプリン
グインスタントを示す例示的なサンプリングタイミング図である。
【図４】補助サブADCを第1のサブADCとアライメントするための調整の後の、サブADCアレ
イの補助サブADC、第1のサブADC、および第2のサブADCのサンプリングインスタントを示
す例示的なサンプリングタイミング図である。
【図５】トランシーバコンポーネントのサブADCのアレイのサブADCを較正することを容易
にし、サブADC経路差を補正または軽減することを容易にすることができるシステムの一
実施形態を示す図である。
【図６】トランシーバコンポーネントの一実施形態のブロック図である。
【図７】トランシーバコンポーネントのサブADCのアレイのサブADCを較正することを容易
にし、サブADC経路差を補正または軽減することを容易にすることができる方法の一実施
形態の流れ図である。
【図８】トランシーバコンポーネントのサブADCのアレイのサブADCを較正することを容易
にし、サブADC経路差を補正または軽減することを容易にすることができる方法の別の実
施形態の流れ図である。
【図９】補助サブADC(および関連付けられている補助経路)をサブADCのセット(たとえば
、アレイ)のうちのサブADC(および関連付けられているサブADC経路)とアライメントする
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か、または較正することができる方法の一実施形態の流れ図である。
【図１０】例示的な電子コンピューティング環境のブロック図である。
【図１１】例示的なデータ通信ネットワークのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　インタリーブ制御されたアナログ/デジタルコンバータ(ADC)アレイを較正するための技
術が提示される。トランシーバコンポーネントは、インタリーブ制御されるADCサブコン
ポーネント(本明細書ではサブADCとも称される)のアレイを備えるADCコンポーネントと、
補助経路信号をアレイ内のサブADCの信号と比較することによってアレイ内のサブADCを較
正することを容易にするために使用できる補助サブADCに関連付けられている補助経路と
を含むことができる。補助経路は、他のサブADCの処理経路と正確にマッチするように設
計され得る。
【００１３】
　トランシーバコンポーネントは、リモート送信機コンポーネント(たとえば、送信機、
トランシーバ、または別の種類の通信デバイス)から、データを含む信号(たとえば、アナ
ログ信号)を受信することができる。アナログ信号がトランシーバコンポーネントによっ
て受信されたときに、インタリーバコンポーネントは、アレイのサブADCにわたって受信
されたアナログ信号をインタリーブすることができ、インタリーバコンポーネントまたは
較正コンポーネントは、アナログ信号を処理して、アナログ信号へのそれぞれの時間遅延
を実装するか、または導入し、時間遅延されたアナログ信号のセット(たとえば、それぞ
れの時間遅延を有する)を生成することを、信号がアレイのそれぞれのサブADCに入力され
る前に行うことができる。アレイのサブADC、および/またはトランシーバコンポーネント
の別のコンポーネントは、それぞれの時間遅延されたアナログ信号を処理し(たとえば、
サンプリングし、変換し、復号し、および/または他の何らかの形で処理し)、リモート送
信機によって送られたデータ(たとえば、デジタル形式)を復元することを容易にする(た
とえば、決定すること、識別すること、復号すること、および/または暗号解読すること
などを容易にする)ことができる。
【００１４】
　トランシーバコンポーネントは、補助サブADCおよびアレイ内のサブADCに関連付けられ
得る較正コンポーネントを含み得る。較正コンポーネントは、位相補間器および/または
アナログ遅延線を使用して、補助サブADCのサンプリングをアレイ内のサブADCのサンプリ
ングインスタントのうちの1つに合わせることを可能にするように補助サブADCを調整する
ことができる。補助経路サンプリングレート、位相補間器、およびアナログ遅延線は、(
たとえば、較正コンポーネントまたは別のコンポーネントによって)、補助サブADCおよび
アレイ内の別のサブADCのそれぞれのサンプリングインスタントの間で初期マッチを確立
することを容易にするように設計されるものとしてよく、アレイ内のサブADCは、これに
より、補助経路のサンプリングクロックがアレイ内のサブADCのすべてのサンプリング点
を通過することが知られているので較正され得る。較正コンポーネントは、補助サブADC
が実際のサンプリングアレイから所望のサンプルすべてのサンプリング時間を通過できる
ように補助経路(たとえば、補助信号またはサンプリング経路)に対する補助サブADCが動
作するレートを決定し、および/または設定して、補助サブADCとアレイ内のサブADCとの
間の経路差を決定することを容易にするようにもできる。
【００１５】
　較正コンポーネントは、補助信号をサブADC信号と比較する(たとえば、サンプリングイ
ンスタントにおける補助サンプルをそれぞれのサンプリングインスタントにおけるアレイ
内のサブADCのそれぞれのサンプルと比較する)ことができる。較正コンポーネントは、補
助信号とそれぞれのサブADC信号との比較の結果に少なくとも一部は基づきサブADC経路(
たとえば、サブADC信号またはサンプリング経路)の間の経路差(たとえば、タイミングス
キュー、帯域幅差、または他の経路差)を決定することができる。較正コンポーネントは
、また、サブADCまたはサブADC経路に適用する較正を決定することができ、決定された較
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正(たとえば、較正メトリック)に少なくとも一部は基づき、サブADCおよびサブADC経路を
較正して経路差を補正するか、または低減し、アレイ内のサブADCによって生成されるデ
ジタルサブストリームを組み合わせることから生じるデジタルストリーム内の歪みを軽減
することができる。
【００１６】
　較正コンポーネントによって較正されるような、アレイのそれぞれのサブADCは、出力
として、受信された信号(たとえば、アナログ信号)に対応することができる、それぞれの
デジタルデータサブストリームを提供することを容易にし得る。ADCコンポーネントまた
は別のコンポーネント(たとえば、コンバイナコンポーネント)は、それぞれのサブADCの
それぞれのデジタルデータサブストリームを組み合わせるか、統合するか、または逆イン
タリーブして、受信されたアナログ信号に含まれるデータを正確に表すことができるデジ
タルデータストリームを生成することができる。
【００１７】
　図1は、トランシーバコンポーネントのサブADCのアレイのサブADCを較正することを容
易にし、サブADC経路差を補正または軽減することを容易にすることができるシステム100
のブロック図を示している。システム100は、たとえば、望ましい高い速度レートでアナ
ログ信号のアナログ/デジタル変換を実行することができる高速通信および/またはサンプ
リングシステムであるか、または備えることができる。システム100は、たとえば、10ギ
ガビット/秒(G)、40G、100G、および/またはより高速なもしくは異なる通信速度レートな
どの、1つまたは複数の望ましい速度で音声もしくはデータ通信を容易にするために使用
され得る。システム100は、電気トランシーバ、光学トランシーバ、ワイヤレストランシ
ーバ、バックプレーントランシーバ、チップ間トランシーバ、または様々な他の種類のト
ランシーバのうちのどれかと関連させて使用され得る。
【００１８】
　システム100は、トラフィック(たとえば、音声またはデータトラフィック)を伝達する
ために使用され得るトランシーバコンポーネント102(たとえば、トランシーバ)を備える
ことができ、トランシーバコンポーネント102は、リモート送信機コンポーネント104など
の、通信デバイスからトラフィックを受信することができ、トラフィックを別の通信デバ
イスに送信することができる。トランシーバコンポーネント102は、トラフィックを伝達
することができるデバイスであり得るか、またはそのデバイスの一部であり得る。たとえ
ば、トランシーバコンポーネント102は、モデムもしくはルータ(たとえば、10Gモデムも
しくはルータ(たとえば、10G BaseTモデムもしくはルータ)、40Gモデムもしくはルータ(
たとえば、40G BaseTモデムもしくはルータ)、100Gモデムもしくはルータ(たとえば、100
G BaseTモデムもしくはルータ)、または別の(たとえば、より高速なもしくは異なる)通信
レートを採用することができるモデムもしくはルータ)、トラフィックの通信を容易にす
ることができるスイッチ、光通信技術および/またはワイヤレス通信技術を採用すること
ができる通信デバイス、または別の種類の通信デバイスであり得るか、またはその一部で
あり得る。
【００１９】
　トランシーバコンポーネント102は、音声またはデータ通信を送信し、受信することを
容易にすることができる1つまたは複数の(たとえば、1、2、3、4、...個の)送信機と、1
つまたは複数の(たとえば、1、2、3、4、...個の)受信機とを備え得る。いくつかの実装
において、トランシーバコンポーネント102は、両方向の同時通信を可能にすることがで
きる全二重システムを使用することができる。トランシーバコンポーネントは、音声もし
くはデータ通信を容易にすることができる1つまたは複数のアンテナなどの1つまたは複数
の感知デバイスを採用することもできる。
【００２０】
　トランシーバコンポーネント102は、リモート送信機コンポーネント104などの、別の通
信デバイスから受信されたアナログ信号を対応するデジタル信号に変換することができる
ADCコンポーネント106を備えることもできる。ADCコンポーネント106は、受信された信号
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を処理する(たとえば、受信されたアナログ信号を対応するデジタル信号に変換する)ため
に使用することができるADCサブコンポーネント(本明細書ではサブADCとも称される)のセ
ットを備えることができる。ADCサブコンポーネントのセットは、たとえば、ADCサブコン
ポーネント1 108、ADCサブコンポーネント2 110からADCサブコンポーネントk 112までを
含むことができ、ここで、kは事実上任意の望む数であってよい。ADCサブコンポーネント
のセット(たとえば、108、110、112など)は、本明細書でより十分に開示されているよう
に、所望の高帯域幅をサポートすることおよび受信された信号の高速処理を実行すること
を容易にするためにインタリーブ制御することができ、並列動作させることができるADC
サブコンポーネントのアレイの形式で構造化され得る。
【００２１】
　サブADCをインタリーブ制御することを容易にするために、トランシーバコンポーネン
トは、アレイのそれぞれのインタリーブ制御されたサブADC(たとえば、108、110、112な
ど)にわたって受信されたアナログ信号をインタリーブするために使用することができる
インタリーバコンポーネント114(INTLVR COMP.)も備え得る。インタリーバコンポーネン
ト114または較正コンポーネント120は、アナログ信号を処理して、アナログ信号へのそれ
ぞれの時間遅延を実装するか、または導入し、時間遅延されたアナログ信号(たとえば、
それぞれの時間遅延を有する)を生成することを、信号がADCコンポーネント106に入力さ
れる前に行うことができる。インタリーバコンポーネント114は、時間遅延されたアナロ
グ信号(たとえば、それぞれの遅延を有する)をそれぞれのサブADC(たとえば、108、110、
112など)のそれぞれの入力に供給することができる、k個の出力などの所望の数の出力を
備えることができる。それぞれのサブADC(たとえば、108、110、112など)は、サブADCの
指定されたサンプリングレートまたは処理速度でそれぞれの時間遅延されたアナログ信号
をサンプリングするか、またはそれらの信号に対して他の処理を実行し、各データサンプ
ルのアナログ値を決定することとデータサンプルのアナログ値を対応するデジタル値に変
換または2値化して対応するデジタルデータサンプルを生成することとを容易にし、それ
ぞれの時間遅延されたアナログ信号からデータを復元することを容易にすることができる
。
【００２２】
　たとえば、それぞれのサブADC(たとえば、108、110、112など)は、比較的遅い速度で動
作して、受信された信号のそれぞれの部分を処理する(たとえば、サンプリングする、変
換または2値化する、および/または他の何らかの形で処理する)が、ある程度はサブADC(
たとえば、108、110、112など)のインタリーブ制御および並列動作により、それぞれのサ
ブADC(たとえば、108、110、112など)の組み合わされた動作は、ADCコンポーネント106が
望ましいように高速で受信された信号を処理し、対応するデジタルデータストリームを出
力として生成することを可能にすることができる。たとえば、比較的低速で生成されるそ
れぞれのサブADC(たとえば、108、110、112など)からのそれぞれのデジタルデータサンプ
ルは組み合わされて(たとえば、コンバイナコンポーネント116(COMB. COMP.)によって)、
より高速なデジタルデータストリームを生成することができ、生成されるデジタルデータ
ストリームのこのより速い速度は、サブADCの数およびサブADCのサンプリングまたは処理
速度の関数とすることができる。特定の例として、ADCコンポーネント106に10Gのレート
でアナログ信号をデジタル信号に変換させることが望ましい場合、および1GサブADC(たと
えば、各々1Gでのサンプリングまたは処理)を使用してADCコンポーネント106を形成する
ことが望ましい場合、ADCコンポーネント106は、インタリーブ制御することができ、並列
動作させて、受信されたアナログ信号を処理することを容易にすることができる10個の1G
サブADCを備えるように構成され得るが、ここで、k=10である。10個のサブADCのインタリ
ーブ制御、および並列動作は、ADCコンポーネント106が10Gのレートで受信されたアナロ
グ信号を処理することを可能にすることを容易にし得る。
【００２３】
　トランシーバコンポーネント102の、アレイのそれぞれのサブADC(たとえば、108、110
、112など)、および/または復号器コンポーネント118(DEC. COMP.)などの別のコンポーネ



(9) JP 6697007 B2 2020.5.20

10

20

30

40

50

ントは、アナログ信号を処理し(たとえば、サンプリングし、変換または2値化し、復号し
、および/または他の何らかの形で処理し(暗号解除し))、リモート送信機コンポーネント
104からトランシーバコンポーネント102によって受信されたデータ(たとえば、デジタル
形式の)を復元することを容易にする(たとえば、決定すること、識別することなどを容易
にする)ことができる。たとえば、それぞれのサブADCの各々は、アナログ信号をサンプリ
ングして、アナログ信号のサンプルを生成することができ、サンプルは、デジタルデータ
サンプルを生成するように変換または2値化され得る。それぞれのサブADCは、それぞれの
デジタルデータサンプルをコンバイナコンポーネント116に供給する(たとえば、伝達する
)ことができ、このコンポーネントは、それぞれのデジタルデータサンプルを組み合わせ
るか、または統合してデジタルデータストリームを生成することができる。コンバイナコ
ンポーネント116は、デジタルデータストリームを復号器コンポーネント118に送る(たと
えば、伝達する)ことができる。復号器コンポーネント118は、それぞれのサブADCからの
組み合わされたデジタルデータサンプルを含む、デジタルデータストリームを復号して、
デジタルデータサンプルからデータを復元すること(たとえば、生成すること、決定する
こと、識別すること、など)を容易にすることができる。
【００２４】
　インタリーブ方式のADC設計の問題点の1つは、サブADC間の処理差が、組み合わされた
デジタルストリームの歪みの一因になり得ることであるとしてよい。サブADCのインタリ
ーブ制御されたアレイを使用するときに、アレイのサブADCのそれぞれの経路の間に処理
経路差があり得る。そのような経路差は、サブADCのデジタルデータサブストリームが組
み合わされたときにデジタルデータストリーム内に歪みを引き起こし得る。そのような処
理差またはミスマッチは、たとえば、異なるタイミングスキューまたは遅延、異なる低周
波数オフセット、異なるバルク利得、異なる帯域幅、およびより一般的には、アレイのサ
ブADCのそれぞれの経路の間の異なる経路伝達関数を含み得る。
【００２５】
　これらの処理差を軽減し、他の動作を実行することを容易にするために、トランシーバ
コンポーネント102は、アレイのそれぞれのサブADC(たとえば、108、110、112など)およ
び/またはそれぞれのアレイに関連付けられている情報もしくは経路(たとえば、サブADC
経路)をそれぞれ較正または調整して、それぞれのサブADCに関連付けられているそれぞれ
のサブADC経路差を補正または軽減することを容易にすることができる較正コンポーネン
トを備えることができる。これは、他の方法ではサブADCに関連付けられている経路差が
補正されないか、または軽減されない結果として引き起こされているであろう歪みを軽減
することを容易にすることができる。較正コンポーネント120は、たとえば、ADCコンポー
ネント106または関連デバイス(たとえば、トランシーバコンポーネント102)の起動時、開
始時間中(during showtime)、トランシーバコンポーネント102に関連付けられているデー
タ転送中またはそのデータ転送に関連して、トランシーバコンポーネント102、ADCコンポ
ーネント106、または他のコンポーネントに関連付けられている状態の発生に応答して(た
とえば、状態の検出に応答して)、定期的に、および/または別の望ましい時点など、事実
上いかなる望ましい時点においても、サブADC(たとえば、108、110、112など)のそのよう
な較正または調整を実行することができる。
【００２６】
　較正コンポーネント120がアレイのサブADC(たとえば、108、110、112など)を較正また
は調整することを可能にすることを容易にするために、ADCコンポーネント106は、ADCコ
ンポーネント106の補助経路に関連付けられ得る(たとえば、通信可能に接続されるか、ま
たはその一部であり得る)補助ADCサブコンポーネント122(本明細書では補助サブADCまた
は較正サブADC、および図中でAUX. SUB-ADCとも称される)も備え得る。較正コンポーネン
ト120は、補助サブADC122(および関連する補助経路)を採用し、その動作を制御して、た
とえば、補助経路信号をサブADC(たとえば、108、110、112など)のアレイの他の処理経路
の信号と比較してサブADC(たとえば、108、110、112など)の経路間の経路差を決定し、補
正することを容易にすることによって、サブADC(たとえば、108、110、112など)のアレイ
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(本明細書ではサンプリングアレイとも称される)を較正することを容易にすることができ
る。
【００２７】
　サブADC(たとえば、108、110、112など)の望ましい(たとえば、最適な、正確な、許容
可能な)較正を容易にするために、補助サブADC122を含む、補助経路(本明細書では補助サ
ンプリング経路またはサブADC経路とも称される)は、アレイの他のサブADCの処理経路と
正確に(たとえば、実質的に)マッチするように設計され得る。たとえば、補助経路は、プ
ログラマブル利得増幅器(PGA)、帯域幅、サンプラ、バッファ、および/またはADCコンポ
ーネント106のサブADC経路に関連付けられている他の特徴的機能もしくはコンポーネント
に関してサブADC(たとえば、108、110、112など)に関連付けられている信号経路と正確に
または実質的にマッチすることができる。
【００２８】
　いくつかの実装において、補助経路に関して補助サブADC122によって消費される電力の
量を削減するために、補助サブADC122は、フルシステムレートよりも低くてもよいレート
で動作する(たとえば、稼動する)(たとえば、より低い分解能で動作する)(たとえば、ADC
コンポーネント106の他のサブADC(たとえば、108、110、112)のレートよりも低くてもよ
いレートで動作する)ように構成され得る。較正コンポーネント120は、補助サブADC122が
サブADC(たとえば、108、110、112など)のアレイから所望のサンプルすべてのサンプリン
グ時間を通過できるように補助経路(たとえば、補助プロセッサまたはサンプリング経路)
に対する補助サブADC122が動作するレートを決定し、および/または設定することもでき
る。
【００２９】
　図1とともに、図2は、サブADCアレイの補助サブADC122、第1のサブADC(たとえば、サブ
ADC1 108)、および第2のサブADC(たとえば、サブADC2 110)によるサンプリングを示す例
示的なサンプリングタイミング図200である。較正コンポーネント120(または別のコンポ
ーネント)は、それぞれのサブADC(たとえば、108、110、112など)のそれぞれのサンプル
レートおよび時間を、それぞれのADCが互いに関して異なる時間でサンプリングされ得る
ように設定することができる。システム100では、補助サブADC122によって実行されるサ
ンプルの第1のセットのそれぞれのサンプリング時間は、アレイ内の第1のサブADC(たとえ
ば、108)によって実行されるサンプルの第1のセットのそれぞれのサンプリング時間と一
致するもとしてよく、補助サブADC122によって実行されるサンプルの第2のセットのそれ
ぞれのサンプリング時間は、アレイ内の第2のサブADC(たとえば、108)によって実行され
るサンプルの第2のセットのそれぞれのサンプリング時間と一致するものとしてよく、以
下同様である。
【００３０】
　2つのサブADC(たとえば、サブADC1 108、サブADC2 110)(それに加えて補助サブADC122
、これは受信されたアナログ信号からの実際のデータを伝送しない)のサブADCアレイに関
して図示されている例として、較正コンポーネント120(または別のコンポーネント)は、
サブADC1 108(または関連するサンプラコンポーネント)を、図2の参照番号202で例示され
ているように、時間0t、2t、4t、6t、8t、10t、12t、14t、16t、18t、20tなどにおいて第
1の経路上で第1のアナログ信号をサンプリングするように設定することができる。較正コ
ンポーネント120(または別のコンポーネント)は、図2の参照番号204で例示されているよ
うに、時間1t、3t、5t、7t、9t、11t、13t、15t、17t、19tなどにおいて第2の経路上で第
2のアナログ信号をサンプリングするように、サブADC2 110(または関連するサンプラコン
ポーネント)を設定することができる。補助サブADC122によるサンプリングがサブADC(た
とえば、108、110)のアレイから所望のサンプルすべてのそれぞれのサンプリング時間を
通過することを可能にすることを容易にするため、較正コンポーネント120は、補助サブA
DC122(または関連する補助サンプラコンポーネント)が、図2に参照番号206で示されてい
るように、0t、5t、10t、15t、20tなどで補助信号をサンプリングできるように、たとえ
ば、サブADC(たとえば、108、110)のアレイに使用されるフルシステムレートよりも低い
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ものとしてよい、5t毎のサンプリングなどの、サンプリングレートを持たせるように補助
サブADC122を設定することができる。
【００３１】
　時間0t、10t、20tなどにおいて、サブADC1 108に関連付けられている第1の経路に対す
るサンプル、および補助サブADC122に関連付けられている補助経路に対する補助サンプル
があり、時間5t、15t、および25tなどにおいて、サブADC2 110に関連付けられている第2
の経路に対するサンプル、および補助サブADC122に関連付けられている補助経路に対する
補助サンプルがある。したがって、補助サブADC122は、サブADC(たとえば、108、110)の
アレイからの所望のサンプルすべてのサンプリング時間(たとえば、(偶数番号付け)-tサ
ンプリング時間のうちの少なくともいくつか、(奇数番号付け)-tサンプリング時間のうち
のの少なくともいくつか)を通過するように設定されているが、それは、第1の信号が第1
の経路上でサンプリングされるのと同時に(または少なくとも実質的にほぼ同時に)補助経
路上の補助信号がサンプリングされる時間があり、第2の信号が第2の経路上でサンプリン
グされるのと同時に(または少なくとも実質的にほぼ同時に)補助経路上の補助信号がサン
プリングされる別の時間があり、補助サブADC122(または関連する補助サンプラコンポー
ネント)が、サブADCの経路上の信号がそのサブADCのサンプルの少なくとも一部について
サンプリングされるのと同時に(または実質的に同時に)補助経路上で補助信号をサンプリ
ングしないアレイ内のサブADCはない、からである。
【００３２】
　図1において、較正コンポーネント120は、それぞれのサブADC(たとえば、108、110、11
2など)のそれぞれのサンプリングおよび補助サブADC122のサンプリングを監視し、追跡す
ることができる。較正コンポーネント120は、たとえば、補助経路の補助サンプルおよび
補助サンプルと同じ時間に対応するアレイのそれぞれのサブADC(たとえば、108、110、11
2など)のそれぞれの経路からのそれぞれのサンプルに関係する情報を受信し、サンプリン
グし、収集し、または他の何らかの形で取得することができる。たとえば、上記のサンプ
ルに関して、時間0t、10t、20t、30tなどでのサンプリングについて、較正コンポーネン
ト120は、それらのサンプリング時間0t、10t、20t、30tなどで補助サンプルおよび第1の
経路上の第1の信号のサンプルに関係する情報を取得することができる。時間5t、15t、25
t、35tなどでのサンプリングについて、較正コンポーネント120は、それらのサンプリン
グ時間5t、15t、25t、35tなどで補助サンプルおよび第2の経路上の第2の信号のサンプル
に関係する情報を取得することができる。サブADCアレイの他のそれぞれのサブADCがあっ
た場合、較正コンポーネント120は、また、補助サンプルおよび他のそれぞれのサンプリ
ング時間における他のそれぞれの経路上の他の信号のそれぞれのサンプルに関係する情報
を取得することができる(たとえば、アレイ内に他のサブADCがあった場合に、補助経路の
補助サンプリング時間は、補助サブADC122がサブADCアレイ内のすべてのサブADC(たとえ
ば、108、110、112など)に対する所望のサンプルすべてのサンプリング時間を通過するこ
とを可能にする異なるレートを有することができる)。
【００３３】
　較正コンポーネント120は、補助経路の補助サンプルおよび補助サンプルと同じ時間に
対応するアレイのそれぞれのサブADC(たとえば、108、110、112など)のそれぞれの経路か
らのそれぞれのサンプルに関係する取得済み情報を、後で分析できるようにデータストア
124に記憶することができるか、またはそのような情報をデータストア124に記憶する前に
分析することができる。較正コンポーネント120は、たとえば、補助サブADC122に関連付
けられている補助サンプルをアレイのそれぞれのサブADC(たとえば、108、110、112など)
に関連付けられているそれぞれの対応するサンプル(たとえば、サンプルの時間で対応す
る)と比較することによって、取得済みサンプル関係情報を分析することができる。たと
えば、較正コンポーネント120は、取得済みサンプル関係情報を分析して、補助サブADC12
2に対する補助サンプルおよびそれらのそれぞれのサンプルが生じたそれぞれの時間(たと
えば、0t、10t、20t、30tなど)でのサブADC1 108に対するサンプルに関係する情報の間の
差がもしあればその差を決定することができる。較正コンポーネント120は、また、取得
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済みサンプル関係情報を分析して、補助サブADC122に対する補助サンプルおよびそれらの
それぞれのサンプルが生じたそれぞれの時間(たとえば、5t、15t、25t、など)でのサブAD
C2 110に対するサンプルに関係する情報の間の差がもしあればその差を決定することもで
きる。
【００３４】
　いくつかの実装において、サンプルのすべてまたは所望の部分について、サブADC(たと
えば、108、110、112など)の経路の間(および/またはサブADCの経路と補助経路との間)の
経路差を決定することを容易にするために、較正コンポーネント120は、補助サブADC122
に対する補助サンプルとサブADCに関連付けられている対応するサンプルとの間の平方誤
差差を決定する(たとえば、計算する)ことができ、サンプルは、補助サンプルが生じたと
きと同じ(または実質的に同じ)時刻に生じたときの補助サンプルに関する対応するサンプ
ルである。たとえば、時間10tにおける補助サンプルx1および10tの同じ時刻におけるサブ
ADC1 108に対するサンプルyについて、較正コンポーネント120は、補助サブADC122に対す
る補助サンプルx1とサブADC1 108に関連付けられているサンプルyとの間の平方誤差差を
決定する(たとえば、計算する)ことができる(たとえば、平方差誤差(yについて、x1)=(y-
x1)

2)。時間15tにおける補助サンプルx2および15tの同じ時刻におけるサブADC2 110に対
するサンプルzについて、較正コンポーネント120は、補助サブADC122に対する補助サンプ
ルx2とサブADC2 110に関連付けられているサンプルzとの間の平方誤差差を決定すること
ができる(たとえば、平方差誤差(zについて、x2)=(y-x2)

2)。
【００３５】
　較正コンポーネント120は、サブADC(たとえば、108、110、112など)の経路の間(および
/または補助サブADC122とサブADCとの間)の経路差(たとえば、経路差測定メトリック)を
、取得済みサンプル関係情報の分析の結果に少なくとも一部は基づき(たとえば、補助サ
ンプルとサブADC1 108に対する対応するサンプルとの間の差、補助サンプルとサブADC2 1
10に対する対応するサンプルとの間の差、および/またはそれぞれのサンプルに関連付け
られているそれぞれの平方差誤差に少なくとも一部は基づき)決定することができる。経
路間の決定された経路差に少なくとも一部は基づき、較正コンポーネント120は、サブADC
(たとえば、108、110、112など)の経路の間(および/または補助サブADC122とサブADCとの
間)の経路差を補正するか、軽減するか、低減するか、または最小にするためにサブADC(
たとえば、108、110、112など)になされ得る較正または調整を決定することもできる。
【００３６】
　経路間の経路差を補正するか、軽減するか、低減するか、または最小にすることを容易
にするために、較正コンポーネント120は、較正もしくは調整に関係する制御情報(たとえ
ば、制御コマンドもしくは命令)を生成することができ、サブADCもしくは関連する経路を
較正するか、または調整することを容易にするためにフィルタコンポーネント126によっ
て経路に適用され得る、経路上でデータ信号もしくはサンプルをフィルタリングするフィ
ルタ(たとえば、アナログフィルタ、デジタルフィルタ)を決定することができ、サブADC
もしくは関連する経路を較正するか、または調整することを容易にするために経路に適用
され得る遅延線(たとえば、アナログ遅延線)を決定することができ、および/またはサブA
DC(たとえば、108、110、112など)もしくは関連する経路を較正するか、または調整する
ことを容易にすることができる他の決定を下すか、または他の動作を実行することができ
る。
【００３７】
　較正コンポーネント120は、サブADC(たとえば、108、110、112など)のうちの1つまたは
複数に、1つまたは複数のサブADCの、動作、パラメータなどを修正するための制御情報を
伝達することができ、および/またはフィルタコンポーネント126に、経路に適用され得る
所望のフィルタを生成するか、または設定することを容易にし、サブADC(たとえば、108
、110、112など)の経路の間(および/または補助サブADC122とサブADCとの間)の経路差を
補正するか、軽減するか、低減するか、または最小にするための制御情報を伝達すること
ができる。それに加えて、または代替的に、較正コンポーネント120は、遅延線をサブADC
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経路に適用することができ、および/またはサブADC(108、110、112など)および関連する
経路を較正するか、または調整することを容易にし得る他の動作を実行することができる
。
【００３８】
　補助サブADC122の補助経路およびサブADC(たとえば、108、110、112など)の経路と関連
付けられているサンプル関係情報の収集、サンプル関係情報の分析、サブADCの経路間の
経路差の決定、経路差を軽減するためのサブADC(または関連するサブADC経路)に対する較
正の決定、および/またはサブADC(または関連するサブADC経路)の較正は、較正コンポー
ネント120および/または他のコンポーネント(たとえば、サンプラコンポーネント、プロ
セッサコンポーネントなど)により並列に実行され得る。また、較正コンポーネント120お
よび他のコンポーネント(たとえば、サンプラコンポーネント、プロセッサコンポーネン
ト、フィルタコンポーネント126、位相補間器コンポーネント128など)は、バックグラウ
ンド動作(たとえば、データ処理モードにおいて、アナログ/デジタルデータ変換がADCコ
ンポーネント106によって実行されている間)またはフォアグラウンド動作(たとえば、ADC
コンポーネント106がデータ処理モードに入っていないとき)の一部としてアレイのサブAD
Cを較正することに関係する様々な動作を実行することができる。
【００３９】
　較正コンポーネント120およびADCコンポーネント106を含む、トランシーバコンポーネ
ント102の所望の(たとえば、最適な、好適な、許容可能な)動作、受信されたアナログデ
ータストリームのデジタルデータストリームへの変換を容易にするために、較正コンポー
ネント120は、本明細書で開示されているように、定義されたアライメントアルゴリズム
に従って、サブADCアレイのサブADC(たとえば、108、110、または112)と、またはそれに
対して補助サブADC122をアライメントするか、または較正すること(たとえば、最初にア
ライメントすること、または較正すること、再アラインメントすること、または再較正す
ること)を容易にすることができる。いくつかの実装において、較正コンポーネント120は
、補助サブADC122とサブADCとの間の位相および/または時間差を調整することを容易にし
て、サブADCと、またはそれに対して補助サブADC122をアライメントするか、または較正
することを容易にするために補助サブADC122と関連付けられ得る位相補間器コンポーネン
ト128を含むか、または関連付けられ得る。たとえば、位相補間器コンポーネント128は、
補助サブADC122をサブADCのアレイのサブADC(たとえば、108、110、または112)のサンプ
リングインスタントのうちの1つに合わせることを可能にすることができる。較正コンポ
ーネント120は、また、補助サブADC122と関連付けられている補助経路またはサブADC(た
とえば、108、110、または112)と関連付けられている経路に適用され、それぞれ、補助信
号または信号を遅延させることを容易にし、サブADCと、またはそれに対して補助サブADC
122をアライメントするか、または較正することを容易にすることができる遅延線(たとえ
ば、アナログ遅延線)を使用することができる。補助経路サンプリングレート、位相補間
器コンポーネント128の位相補間器、およびアナログ遅延線は、(たとえば、較正コンポー
ネント120によって)、補助サブADC122およびアレイ内の別のサブADC(たとえば、108、110
、または112)のサンプリングインスタントの間で初期マッチ(または少なくとも実質的な
マッチ)を確立することを容易にするように適切に設計または制御されるものとしてよい
。
【００４０】
　いくつかの実装において、較正コンポーネント120は、位相補間器コンポーネント128を
制御して、補助経路に対する補助サブADC122の位相を調整することができ、および/また
は補助経路に関連付けられているアナログ遅延線を調整するか、または選択することを容
易にし、補助サブADC122および補助経路とサブADCおよび関連するサブADC経路とのアライ
メント(たとえば、初期アラインメント)を実行することを容易にすることができる。各位
相補間器遅延およびアナログ遅延線遅延について、較正コンポーネント120は、アナログ
遅延線のうちの各1つについてアレイの他のサブADC(たとえば、108、110、112など)すべ
てのサンプルを調べて(たとえば、分析し、評価して)、補助サブADC122がサブADCとアラ
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イメントされているかどうかを決定することができる。較正コンポーネント120が、補助
サブADC122がサブADCとまだ適切にアライメントされていないと決定した場合、較正コン
ポーネント120は、位相補間器コンポーネント128および/またはアナログ遅延線を介して
位相補間器遅延にさらなる調整を適用するか、または行うことができ、ここでもまた、経
路に沿ってアレイの他のサブADC(たとえば、108、110、112など)すべてのサンプルに関し
て補助サブADC122のサンプルを調べ、定義されているアライメントアルゴリズムに従って
、補助サブADC122がアレイのサブADCとアライメントされているかどうかを決定すること
ができる。
【００４１】
　図3は(図1とともに)、サブADCアレイの補助サブADC122、第1のサブADC(たとえば、サブ
ADC1 108)、および第2のサブADC(たとえば、サブADC2 110)のサンプリングインスタント
を示す例示的なサンプリングタイミング図300である。図4は、補助サブADC122を第1のサ
ブADC(たとえば、サブADC1 108)とアラインメントする調整の後の、サブADCアレイの補助
サブADC122、第1のサブADC(たとえば、サブADC1 108)、および第2のサブADC(たとえば、
サブADC2 110)のサンプリングインスタントを示す例示的なサンプリングタイミング図400
である。
【００４２】
　図3のサンプリングタイミング図300に示されているように、最初に、または初期化プロ
セスのある時点において、補助サブADC122に対するサンプリングインスタント302は、サ
ブADC1 108に対するサンプリングインスタント304およびサブADC2 110に対するサンプリ
ングインスタント306からアラインメントがずれているものとしてよい。たとえば、補助
サブADC122のサンプリングに対する参照番号308、サブADC1 108のサンプリングに対する
参照番号310、サブADC2 110のサンプリングに対する参照番号312でそれぞれ図示されてい
るように、サンプリングインスタント302は、0.1tで生じるものとして示されており、サ
ンプリングインスタント304は、0.0tで生じるものとして示されており、サンプリングイ
ンスタント306は、-0.1tで生じるものとして示されている。較正コンポーネント120は、
サンプリングタイミング図300に提示されているこのサンプリング関係情報を取得し、分
析することができる。分析の結果に少なくとも一部は基づき、較正コンポーネント120は
、補助サブADC122がアレイのサブADC(たとえば、108、110)と望ましいようにアライメン
トされていないと決定することができ、定義されているアライメントアルゴリズムに従っ
て、補助サブADC122をアレイのサブADCとアライメントさせることを容易にするために補
助サブADC122または関連する経路に調整がなされるべきであると決定することができる。
【００４３】
　較正コンポーネント120は、時間調整量を決定することができるか、または補助サンプ
リング時間または補助経路に適用すべき定義された(たとえば、事前定義された)時間調整
量(たとえば、-0.1t、+0.1t、または他の何らかの望ましい時間調整量)を使用して、補助
サンプリング時間または補助経路を調整することを容易にして、定義されているアライメ
ントアルゴリズムに従って、補助サブADC122(および関連する補助経路)をアレイのサブAD
C(および関連する経路)とアライメントする(または実質的に(たとえば、適切に)アライメ
ントする)ことを容易にすることができる。較正コンポーネント120は、位相補間器128お
よび/またはアナログ遅延線を使用して、本明細書で開示されているように、補助経路上
の補助信号のサンプリングのタイミングを調整することを容易にすることができる。
【００４４】
　図4のサンプリングタイミング図400に示されているように、補助経路上でサンプリング
タイミング調整が実行された後に、補助サブADC122に対するサンプリングインスタント40
2は、サブADC1 108に対するサンプリングインスタント404とアライメントされ得るが、サ
ブADC2 110に対するサンプリングインスタント406とはアライメントされない。たとえば
、補助サブADC122のサンプリングに対する参照番号408、サブADC1 108のサンプリングに
対する参照番号410、サブADC2 110のサンプリングに対する参照番号412でそれぞれ図示さ
れているように、サンプリングインスタント402は、時間0.0tで生じるものとして現在示
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されており、サンプリングインスタント404は、時間0.0tで生じるものとして示されてお
り、サンプリングインスタント406は、時間-0.1tで生じるものとして示されている。
【００４５】
　較正コンポーネント120は、サンプリングタイミング図400に提示されているこのサンプ
リング関係情報を取得し、分析することができる。分析の結果に少なくとも一部は基づき
、較正コンポーネント120は、補助サブADC122に対するサンプリングインスタント402(た
とえば、0.0tで生じる)が、サブADC1 108に対するサンプリングインスタント404(たとえ
ば、0.0tで生じる)と同時に生じると識別するか、または決定することができる。サンプ
リングインスタント402は、サンプリングインスタント404と同時に生じるように決定され
るので、較正コンポーネント120は、補助サブADC122がサブADC1 108と望ましいようにア
ライメントされると決定することができ、定義されているアライメントアルゴリズムに従
って、アライメントプロセスに関して補助サブADC122または関連する補助経路に対してさ
らなる調整がなされる必要はないと決定することができる。
【００４６】
　別の例として、その代わりに、サブADCのアレイのサブADC(たとえば、108、110、また
は112)のアナログ信号が、時間(0+0.1)t、(2+0.1)t、(4+0.1)t、(6+0.1)t、(8+0.1)t、(1
0+0.1)t、...、(18+0.1)t、(20+0.1)t、(22+0.1)t、などでサンプリングされるように設
定されるか、または決定される場合、較正コンポーネント120は、補助サンプリングレー
ト(たとえば、5t毎)を選択することができ、(たとえば、調整を介して)補助サブADC122に
関連付けられているサンプリング時間(たとえば、(0+0.1)t、(10+0.1)t、(20+0.1)tなど)
をそのサブADCに関連付けられているサンプリング時間とアライメントし、補助サブADC12
2の補助経路に関連付けられている補助信号のサンプリングが補助サンプルが生じるリン
グ時間インスタントで生じるそのサブADCに関連付けられているサンプリング時間のサブ
セット(たとえば、(0+0.1)t、(10+0.1)t、(20+0.1)tなど)と同時にまたは少なくとも実質
的に同時に生じることを可能にすることができる。
【００４７】
　図1において、較正コンポーネント120が、補助サブADC122(および関連する補助経路)が
サブADC(たとえば、108、110、または112)と望ましいように(たとえば、最適に、適切に
、許容可能に)アライメントされていると決定した後、補助サブADC122および関連する補
助経路のアライメントは完了するものとしてよく、補助サブADC122および補助経路は、ア
レイのサブADC(たとえば、108、110、112など)を較正することを容易にするためにすぐに
でも使用できる。補助サブADC122とアレイのサブADC(たとえば、108、110、または112)と
のアラインメント、およびサブADCアレイに関連付けられている他の経路のサンプリング
に関する補助経路のサンプリングの配置構成が行われる場合、較正コンポーネント120は
、それによって、他のサブADC(たとえば、108、110、112など)になされ得る較正または調
整を決定することができ、他のサブADCをしかるべく較正するか、または調整することが
できるが、それは、補助経路のサンプリングクロックが他のサブADCのサンプリング点す
べてを通過することが知られているからである。補助サブADC122は、アレイ内のサブADC(
たとえば、108、110、112など)によって使用されるクロックとは別であるものとしてよく
、それと異なる周波数で動作することができるクロック(たとえば、補助クロック)で動作
し得る。補助サブADC122は、単一の別個のサブADCであるので、1つのクロック(たとえば
、補助クロック)しか使用しないことから、補助サブADC122に関連付けられているタイミ
ングスキューがなく、したがって、補助サブADC122に影響を及ぼし得る異なるクロックは
ないことが分かる。その結果、較正コンポーネント120は、補助サブADCおよび関連する補
助経路に関係する情報(たとえば、補助信号サンプル関係情報)を使用して、アレイ内のサ
ブADC(たとえば、108、110、112など)に関係する情報(たとえば、信号サンプル関係情報)
と比較することができる。
【００４８】
　較正コンポーネント120は、広範な条件の下でアレイのサブADC(たとえば、108、110、1
12など)に関連付けられている信号経路の間のサンプリング経路差を検出するための信頼
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できるメトリックをもたらし得る。たとえば、トランシーバコンポーネント102の受信機
コンポーネント(図示せず)によって受信された信号の仮定もしくは知識を排除するために
、較正コンポーネント120は、本明細書においてより十分に開示されているように、補助
サブADC122の補助サンプルとアレイの他のサブADC(たとえば、108、110、112など)のそれ
ぞれの対応するサンプルとの間の平方差誤差を計算することによってサブADC(たとえば、
108、110、112など)のアレイの経路の間の経路差情報を決定する(たとえば、計算する)か
、または抽出することができる。いくつかの実装において、較正コンポーネント120は、
補助サブADC122の所望の数の補助サンプルおよび他のサブADC(たとえば、108、110、112
など)のそれぞれの対応するサンプルにわたって平方差誤差の平均を決定することができ
、平方差誤差の平均(または中央値または傾向)を使用して、サブADCのアレイの経路の間
の経路差情報を決定するか、または抽出し、アレイのサブADC(たとえば、108、110、112
など)の経路の間の経路差の推定精度を改善することを容易にすることができる。これは
、受信機コンポーネントの入力統計量の基礎的仮定を行うことなくアレイのサブADC(たと
えば、108、110、112など)の経路の間の経路差の間違いのない(たとえば、正確なまたは
実質的に正確な)計算を可能にし得る。
【００４９】
　たとえば、システム100の開示されている主題に関して、較正コンポーネント120がアレ
イのサブADCに関連付けられている経路の間の経路差を望ましいように決定し、そのよう
な経路差を低減するか、もしくは最小にするためにアレイのサブADCになされるべき較正(
たとえば、調整)を決定し、サブADCに関してそのような較正を実行するために、アレイの
サブADC(たとえば、108、110、112など)に関連する、静止特性、帯域幅占有度もしくはシ
ンボルレート、発振器周波数、ジッタスペクトル、またはそのような特性の変化などの、
信号の統計的特性に関する仮定もしくは情報を必要としない。同様に、較正コンポーネン
ト120は、信号が広帯域信号または狭帯域信号であるか、信号がランダムデータ、疑似ラ
ンダムデータ、マルチトーンデータなどであるかどうか、または受信された信号と受信さ
れたサンプリングアレイとの間の任意の関係などの、信号それ自体の特性を知らなくても
、サブADC(たとえば、108、110、112など)に対する較正を決定し、実行することができる
。
【００５０】
　いくつかの実装において、較正コンポーネント120は、アレイのサブADC(たとえば、108
、110、112など)に対して較正を実行して、サブADCに対するタイミングスキュー推定を実
行することもできる。たとえば、補助サブADC122は、アレイ内の他のサブADC(たとえば、
108、110、112など)よりも高速で動作して、サブADC(たとえば、108、110、112など)の間
の帯域幅ミスマッチを最小にすることを容易にするように構成され得る。より低いレート
では、サブADC(たとえば、108、110、112など)に対するマッチング要件が緩和され得る。
較正コンポーネント120は、経路に関連付けられているタイミングスキューを補正するか
、または調整するために較正コンポーネント120によって使用され得る信頼できる情報を
提供できるようにサンプラ経路を較正することができる。いくつかの実装において、較正
コンポーネント120は、補助経路をデータ経路サンプラのうちの1つ(たとえば、サブADCの
うちの1つ)にアライメントすることを容易にすることができる定義されたアライメントア
ルゴリズム(たとえば、初期較正アルゴリズム)を使用して補助経路に対する位相補間器コ
ンポーネント128およびサブADC(たとえば、108、110、112など)のサンプラ経路に対する
アナログ遅延線をプログラムするか、構成することができる。較正コンポーネント120は
、補助経路の帯域幅/周波数応答を制御することもできる。
【００５１】
　いくつかの実装において、較正コンポーネント120は、アナログ遅延線を使用して、経
路間のタイミングスキューを補正するか、またはサブADC(たとえば、108、110、112など)
のアレイに関連付けられている経路の間の他の経路差を補正することを容易にすることが
できる。たとえば、較正コンポーネント120は、別のサブADC経路または補助経路に関して
サブADC経路のタイミング(たとえば、サンプリングタイミング)を調整し、較正コンポー
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ネント120によって検出された他のサブADC経路または補助経路に関してサブADC経路の間
のタイミングスキューを補正するか、低減するか、または最小にすることを容易にするた
めにサブADC経路に適用され得るアナログ遅延線を決定することができる。
【００５２】
　別の例として、経路の間のタイミングスキューを補正するか、またはサブADC(たとえば
、108、110、112など)のアレイに関連付けられている経路の間の他の経路差を補正するこ
とを容易にするために、較正コンポーネント120は、データストリームを組み合わせる前
にアレイのすべてのまたは所望のサブADC(たとえば、108、110、112など)からのサンプル
に対して動作しているものとしてよいフィルタコンポーネント126(たとえば、較正コンポ
ーネント120によって制御され得る)を使用することができ、フィルタコンポーネント126
は、本明細書で開示されているように、較正コンポーネント120によって決定されたかま
たは抽出された差誤差メトリック(たとえば、平方差誤差、または平均(もしくは中央値も
しくは傾向)平方差誤差)に少なくとも一部は基づき設計されるか、または設定され得る。
【００５３】
　フィルタコンポーネント126は、サブADC経路のうちの1つまたは複数に関連付けられて
いる1つまたは複数のアナログ信号に適用され得るアナログフィルタを、それらの信号が
サブADC(たとえば、108、110、112など)によってデジタル信号に変換される前に使用する
ことができ、および/またはサブADC経路のうちの1つまたは複数に関連付けられている1つ
または複数のデジタル信号(たとえば、1つまたは複数のデジタルサブストリーム)に、ア
ナログ信号がサブADC(たとえば、108、110、112など)によってデジタル信号に変換された
後に、適用され得るデジタルフィルタを使用することができる。較正コンポーネント120
は、信号に適用されるべき所望のフィルタを生成するためにフィルタコンポーネント126
によって使用されるべきフィルタパラメータ、フィルタ構成、フィルタの種類(たとえば
、アナログおよび/またはデジタル)、および/またはフィルタの他の特徴を決定すること
を容易にし、サブADC経路の間の経路差を軽減することを容易にすることができる。
【００５４】
　いくつかの場合において、様々な理由(たとえば、ドリフト、積分非直線性(INL)問題、
微分非直線性(DNL)問題、または他の問題)から、アナログフィルタおよび/またはアナロ
グ遅延線さらにはデジタルフィルタを含むハイブリッド型アプローチを使用して、サブAD
Cアレイに対する経路差誤差を軽減することを容易にすることが望ましい場合がある。た
とえば、アナログフィルタおよび/またはアナログ遅延線は、経路差誤差の90%を補正する
ことができるものとしてよいが、誤差の残り10%はそうでなく、高性能システムについて
は、誤差の100%またはほとんど100%の補正を達成することが望ましいものとしてよい。較
正コンポーネント120は、残り10%の誤差のすべてまたはほとんどすべてを補正するために
経路のデジタル信号に適用され得るデジタルフィルタを形成するようにフィルタコンポー
ネント126を制御することを容易にすることができる。
【００５５】
　他の実装では、較正コンポーネント120は、補助サブADC122からの補助サンプルおよび
アレイの他のサブADC(たとえば、108、110、112など)からのサンプルに関係する情報を使
用して、アレイのサブADC(たとえば、108、110、112など)に関連付けられている経路の間
の伝達関数差を決定することができる。較正コンポーネント120は、本明細書において開
示されているように、1つまたは複数の所望のデジタルもしくはアナログ技術(たとえば、
アナログ遅延線、アナログフィルタ、デジタルフィルタ、反復もしくは適応型の技術)を
使用してサブADCに関連付けられている経路の間の伝達関数差(たとえば、伝達関数誤差)
を補正する(たとえば、低減する、最小にする、排除する)ことができる。
【００５６】
　なおも他の実装において、較正コンポーネント120(またはシステム100に関連付けられ
ている別のコンポーネント)は、他のサブADC(たとえば、108、110、112など)に関連付け
られているサンプリングクロックのジッタよりも著しく高いジッタを有しながら、補助サ
ブADC122に使用されるサンプリングクロック(図1には図示せず)をアレイの他のサブADC(
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たとえば、108、110、112など)に関連付けられている(たとえば、それによって使用され
る)サンプリングクロックに周波数ロックすることができる。補助サブADC122に関連付け
られているサンプリングクロックおよび/または他のサブADC(たとえば、108、110、112な
ど)に関連付けられているサンプリングクロックは、時には、経路上の信号のサンプリン
グが所望の(たとえば、公称のもしくはスケジュールされた)時間とわずかに異なる時間に
生じ得る(たとえば、時間5tの代わりに時間(5+0.1)tに生じる)ように、小さい偏差もしく
は誤差を有することがあるが、それでも、平均すると、所望の時間に、または事実上所望
の時間に経路上で信号をサンプリングすることができる。補助サブADCに関連付けられて
いるサンプリングクロックに関して、サンプリング時間偏差が最小であり、平均すると、
較正コンポーネント120がそれでもまだサブADC経路の間のタイミングスキュー(たとえば
、定義された期間にわたる平均タイミングスキュー)を望ましいように(たとえば、正確に
、もしくは実質的に正確に、許容可能に、最適に)決定することができるジッタ平均の範
囲内にある場合に、補助サブADC122に関連付けられているサンプリングクロックに関連付
けられているジッタは、較正コンポーネント120がそれでもなお定義された較正基準に従
って、そのようなタイミングスキューを望ましいように決定することができる程度にその
サンプリングクロックによりサンプリング時間が変動してもよいように許容され得る。
【００５７】
　さらに他の実装において、サンプル関係情報の分析の結果に少なくとも一部は基づき、
較正コンポーネント120は、補助サブADC122に関して平方差誤差メトリックを低減するか
、または最小にすることができるアレイのサブADC(たとえば、108、110、112など)に対す
るタイミングオフセットを決定することができる。較正コンポーネント120は、タイミン
グオフセットによってサブADC(たとえば、108、110、112など)に関連付けられているサブ
ADC経路のうちの1つまたは複数を調整して、補助サブADC122に関してサブADC(たとえば、
108、110、112など)の平方差誤差メトリックを低減するか、または最小にすることができ
る。このようにして、サブADC経路遅延のすべてが、較正コンポーネント120(または他の
コンポーネント)が追加の計算を実行しなくても均等化されることが知られ得る。
【００５８】
　また、サンプル関係情報の分析の結果に少なくとも一部は基づき、較正コンポーネント
120は、アレイの各サブADC(たとえば、108、110、112など)の推定された経路差を決定す
ることができる。較正コンポーネント120は、推定された経路差を使用して、たとえば、
サブADC(たとえば、108、110、112など)の経路の間の経路差を均一化するか、または少な
くとも実質的に均等化して、サブADC経路の間の経路差誤差を低減するか、または最小に
するようにすべてのまたは所望のサブADC信号を処理することができるフィルタコンポー
ネント126について、サブADC経路補正デジタルフィルタまたはアナログフィルタなどの補
正フィルタを較正することができる。様々な実装によれば、較正コンポーネント120は、
反復および/または適応型の技術(たとえば、チャネル推定、経路差、および/またはフィ
ルタリングに関係する最小2乗平均(LMS)または再帰的最小2乗(RLS)技術もしくはプロセス
)を使用して、または直接計算を使用して、サブADC経路補正デジタルフィルタを較正する
ことができる。たとえば、較正コンポーネント120および/またはフィルタコンポーネント
126は、入力(たとえば、入力信号)に応答して所望のフィルタリングされた出力(たとえば
、フィルタリングされた信号)を生成することができる所望のフィルタを生成するか、ま
たは合成することができる反復または適応型エンジンもしくは関数(たとえば、LMSエンジ
ンもしくは関数)を採用することができる。他の実装では、アナログ補正フィルタに関し
て、較正コンポーネント120は、サブADC(たとえば、108、110、112など)の推定されたサ
ブADCチャネルに少なくとも一部は基づき、アナログ補正フィルタを制御して、サブADC(
たとえば、108、110、112など)の経路の間の経路差を均等化するか、または少なくとも実
質的に均等化するようにすべてのまたは所望のサブADC信号を望ましいようにフィルタリ
ングすることを容易にすることができる。
【００５９】
　較正コンポーネント120によって較正されるような、アレイのそれぞれのサブADC(たと
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えば、108、110、112など)は、出力として、受信された信号(たとえば、アナログ信号)に
対応することができる、それぞれのデジタルデータサブストリームを提供することを容易
にし得る。コンバイナコンポーネント116は、それぞれのデジタルデータサブストリーム
を受信することができ、それぞれのサブADC(たとえば、108、110、112など)のそれぞれの
デジタルデータサブストリームを組み合わせるか、統合するか、または逆インタリーブし
て、望ましいように高速で、トランシーバコンポーネント102によって受信されたアナロ
グ信号に含まれているデータを望ましいように(たとえば、正確にもしくは実質的に正確
に、最適に、許容可能に)表すことができるデジタルデータストリームを生成することが
でき、このデジタルデータストリームは、歪みがないか、または少なくとも実質的におよ
び適切に歪みがないものとしてよい。
【００６０】
　図5は(図1とともに)、トランシーバコンポーネントのサブADCのアレイのサブADCを較正
することを容易にし、サブADC経路差を補正または軽減することを容易にすることができ
るシステム500の一実施形態を示す図である。システムは、定義されている較正アルゴリ
ズムに関係する態様を例示することができる。
【００６１】
　システム500は、較正コンポーネント502、およびADCコンポーネント504を備えることが
でき、補助サブADC506、およびサブADC1 508からサブADCk 510までを含むサブADCのセッ
ト(たとえば、k個のサブADCのアレイ)を備え、ここで、kはこの非限定的な例示的実施形
態において8に等しいものとしてよい。較正コンポーネント502、ADCコンポーネント504、
補助サブADC506、およびサブADCのセットは、本明細書でより十分に説明されているよう
に、それぞれのコンポーネント(たとえば、それぞれ名前が付けられているコンポーネン
ト)と同じかまたは類しているものとしてよく、および/または同じもしくは類似の機能を
備えているものとしてよい。
【００６２】
　サブADCのセットのうちのサブADC(たとえば、508、510など)の各々は、他にもコンポー
ネントまたは特徴があり、とりわけ、PGA、サンプラコンポーネント(サンプラ)、および
コンバータコンポーネント(たとえば、逐次近似レジスタ(SAR)ADCなどの、ADC)を備え得
る。たとえば、サブADC1 508は、PGA1 512、サンプラコンポーネント1 514、およびコン
バータコンポーネント1 516を備えることができ、サブADCk 510は、PGAk 518、サンプラ
コンポーネントk 520、およびコンバータコンポーネントk 522を備えることができる。補
助サブADC506は、アレイの他のサブADC(たとえば、サブADC1 508からサブADCk 510まで)
の処理経路と正確に(たとえば、実質的に)マッチするように設計され得る。たとえば、補
助サブADC506は、較正PGA524(CAL PGA)、較正サンプラコンポーネント526(Cal Sampler)
、および較正コンバータコンポーネント528(SAR ADC)を備えることができ、較正PGA524、
較正サンプラコンポーネント526、および較正コンバータコンポーネント528は、サブADC(
たとえば、サブADC1 508からサブADCk 510まで)の対応するコンポーネントと同じである
か、または類似しているものとしてよい。サブADC(たとえば、サブADC1 508からサブADCk
 510まで)および補助サブADC506は、また、サブADC(たとえば、サブADC1 508からサブADC

k 510まで)および補助サブADC506のそれぞれの経路の一部であってよい他のコンポーネン
ト(たとえば、バッファ)および特徴(たとえば、帯域幅)に関して互いに正確にマッチさせ
ることもできる。
【００６３】
　それぞれのPGA(たとえば、512、518、524)は、補助サブADC506およびサブADC508および
510のそれぞれの経路内で使用され、それにより、それぞれの経路に信号利得を(たとえば
、振幅の低い信号を増幅することによって)もたらし、それぞれの信号がそれぞれのコン
バータコンポーネント(たとえば、516、522、528)に供給される前にそれぞれの経路のダ
イナミックレンジを改善する(たとえば、増大させる)ことができる。それぞれのサンプラ
コンポーネント(たとえば、514、520、526)は、所望のサンプリング周波数に従って、そ
れぞれの経路上でそれぞれのアナログ信号のサンプリングを実行して、対応するデジタル
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信号(たとえば、デジタルサンプル)へのそれぞれのアナログ信号のアナログ/デジタル変
換を容易にすることができる。それぞれのコンバータコンポーネント(たとえば、516、52
2、528)は、それぞれのコンバータコンポーネント(たとえば、516、522、528)に関連付け
られているそれぞれのクロック(たとえば、較正クロック530(f_calib_clk)およびクロッ
ク532(f_clk))に少なくとも一部は基づき、それぞれのコンバータコンポーネント(たとえ
ば、516、522、528)に関連付けられているそれぞれのサンプリング周波数に従って、それ
ぞれのアナログサンプルを対応するデジタルサンプルに変換することができる。
【００６４】
　較正クロック530は、補助サブADC506がADCコンポーネント504の他のサブADC(たとえば
、サブADC1 508からサブADCk 510まで)に関連付けられているサンプリングタイミングと
異なる(たとえば、低い)サンプリングタイミングを有することを可能にすることを容易に
するようにクロック532が動作する周波数(たとえば、図5に示されているように、437.5MH
z)と異なる(たとえば、高い)周波数(たとえば、図5に示されているように、2.24GHz)で動
作することができる。これは、本明細書においてより十分に開示されているように、補助
サブADC506が他のサブADC(たとえば、サブADC1 508からサブADCk 510まで)のものと異な
るレートを有することができる補助経路上のサンプリング時間(たとえば、補助サンプリ
ング時間)を有することを可能にし、補助サブADC506がサブADCアレイのすべてのサブADC(
たとえば、サブADC1 508からサブADCk 510まで)に対する所望のサンプルすべてのサンプ
リング時間を通過することを可能にし、補助経路に関連付けられている電力消費量を低減
することができる。
【００６５】
　補助サブADC506のコンポーネントは、他のサブADC(たとえば、サブADC1 508からサブAD
Ck 510まで)の対応するコンポーネントと正確にマッチし得るが、補助サブADC506のコン
ポーネントすべてが、他のサブADCの対応するコンポーネントと同一でなくてもよい。た
とえば、較正コンバータコンポーネント528は、受信されたアナログ信号からデータを変
換せず、むしろ、他のサブADC(たとえば、サブADC1 508からサブADCk 510まで)を較正す
ることを容易にするために使用されており、たとえば、補助経路に関連付けられている電
力消費量を低減し、補助経路によって使用される面積を減らし、および/または補助経路
およびそのコンポーネントに関連するコストを削減することが望ましい場合があるので、
較正コンバータコンポーネント528は、他のサブADCのコンバータコンポーネント(たとえ
ば、516、522)に類似しているとしても、異なっていてよい。たとえば、図5のシステム50
0に示されているように、他のサブADCのコンバータコンポーネント(たとえば、516、522)
は、各々、16×7ビットADCコンバータを備えることができるが、補助サブADC506の較正コ
ンバータコンポーネント528は、1×5ビットADCコンバータを備えることができる。
【００６６】
　較正コンポーネント502は、サブADC(たとえば、サブADC1 508からサブADCk 510まで)の
補助信号(たとえば、補助サンプル)およびそれぞれの信号(たとえば、サンプル)を分析す
ることができ、補助サブADC506およびサブADC(たとえば、サブADC1 508からサブADCk 510
まで)のそれぞれの経路の間の経路差(たとえば、タイミングスキュー誤差、帯域幅差、お
よび/または他の種類の経路差)を決定することができる。較正コンポーネント502は、補
助サブADC506、および/または補助経路上の補助信号、およびサブADC(たとえば、サブADC

1 508からサブADCk 510まで)、および/またはそれぞれのサブADC経路上のそれぞれの信号
になされるか、または適用され得る較正もしくは調整を決定し、分析結果に少なくとも一
部は基づき、経路差を補正するか、または軽減することができる。たとえば、図5では、
システム500は、較正コンポーネント502を示しており、較正コンポーネント502は、それ
ぞれの経路の間のタイミングスキュー誤差を決定し(たとえば、計算し)(参照番号534にお
いて)、それぞれのタイミングスキュー平均処理ブロックを決定するか、または生成し(参
照番号536において)、それらのそれぞれのタイミングスキュー平均処理ブロックを制御ロ
ジックおよびアナログ遅延線に適用するか、または与えて(参照番号538において)アナロ
グおよび/またはデジタル技術(たとえば、アナログ遅延線、アナログおよび/またはデジ
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タルフィルタリングなど)を使用してそれぞれのサブADC(たとえば、506、508、510など)
および/またはそれぞれの経路に適用されるべき較正および調整を決定し、経路差を補正
するか、または軽減することを容易にする。較正コンポーネント502は、経路差を補正す
るか、または軽減するためにアナログおよび/またはデジタル技術を使用してそのような
較正または調整をそれぞれのサブADC(たとえば、506、508、510など)および/またはそれ
ぞれの経路に適用することができる。
【００６７】
　図6は、トランシーバコンポーネント600の一実施形態のブロック図である。トランシー
バコンポーネント600は、音声もしくはデータ通信を送信するか、または受信するために
使用され得る。いくつかの実装において、トランシーバコンポーネント600は、全二重ト
ランシーバであってよい。
【００６８】
　トランシーバコンポーネント600は、トランシーバコンポーネント600から音声情報もし
くはデータを有線、光、またはワイヤレス通信接続(たとえば、通信チャネル)を介してト
ランシーバコンポーネント600に通信可能に接続されている通信デバイスに送信すること
を容易にすることができる1つまたは複数の送信機サブコンポーネント(たとえば、送信機
)を備えることができる送信機コンポーネント602を具備することができる。いくつかの実
装において、送信機コンポーネント602は、たとえば、送信機サブコンポーネントのセッ
ト(たとえば、2、3、4、...個)を備えることができる。
【００６９】
　トランシーバコンポーネント600は、また、音声情報もしくはデータを有線、光、また
はワイヤレス通信接続(たとえば、通信チャネル)を介してトランシーバコンポーネント60
0に通信可能に接続されている通信デバイスから受信することを容易にすることができる1
つまたは複数の受信機サブコンポーネント(たとえば、受信機)を備えることができる受信
機コンポーネント604を具備することもできる。いくつかの実装において、受信機コンポ
ーネント604は、たとえば、受信機サブコンポーネントのセット(たとえば、2、3、4、...
個)を備えることができる。
【００７０】
　トランシーバコンポーネント600は、また、ADCコンポーネント608のサブADCアレイのそ
れぞれのインタリーブ制御されたサブADCにわたって受信されたアナログ信号をインタリ
ーブするために使用することができるインタリーバコンポーネント606も備え得る。いく
つかの実装において、インタリーバコンポーネント606(または較正コンポーネント614)は
、アナログ信号を処理して、アナログ信号へのそれぞれの時間遅延を実装するか、または
導入し、時間遅延されたアナログ信号(たとえば、それぞれの時間遅延を有する)を生成す
ることを、信号がADCコンポーネント608に入力される前に行うことができる。
【００７１】
　トランシーバコンポーネント600は、インタリーブ制御された構造において、アナログ
信号をデジタル信号に変換することを容易にするように配置されるか、または構成され得
るサブADC610のセットを備えることができるADCコンポーネント608を具備することができ
る。ADCコンポーネント608のセット610のそれぞれのサブADCは、リモート通信デバイスか
ら受信されたアナログ信号に関連してそれぞれのアナログ信号(たとえば、それぞれ時間
遅延されたアナログ信号)を受信することができ、それぞれのアナログ信号をサンプリン
グする(たとえば、サンプルコンポーネントを使用して)ことができ、それぞれのアナログ
信号をそれぞれのアナログ信号に対応し得る(たとえば、アナログ信号サンプルのアナロ
グ値に対応し得る)デジタル値を有することができるそれぞれのデジタルデータサンプル
に変換または2値化する(たとえば、コンバータもしくはデジタイザコンポーネントを介し
て)ことができる。
【００７２】
　ADCコンポーネント608は、補助経路に関連付けられている補助サブADC612も備えること
ができ、補助経路は、サブADC610のサブADC経路と正確にマッチし得る。補助サブADC612
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および関連する補助経路は、補助信号を処理することができ、この処理はアナログ補助信
号をサンプリングしてデジタル補助信号(たとえば、サンプル)に変換するステップを含み
、この信号は、較正コンポーネント614に使用されて、それぞれのサブADC(たとえば、補
助サブADC612およびセット610のそれぞれのサブADC)の経路の間の経路差を決定すること
を容易にする。
【００７３】
　較正コンポーネント614は、補助サブADC612に関連付けられている補助経路上の補助信
号およびそれぞれのサブADC610のそれぞれの経路上のそれぞれの信号を分析し、セット61
0のそれぞれのサブADCおよび/またはそのそれぞれのサブADC経路(および/またはそれぞれ
の信号)になされるか、または適用され得る較正もしくは調整を決定し、適用することを
容易にして、それぞれのサブADCのそれぞれの経路の間の経路差(たとえば、経路差誤差)
を補正するか、または軽減することができる。これは、他の方法では経路差が補正されな
いか、または軽減されない結果として引き起こされているであろう歪みを軽減することを
容易にすることができる。様々な態様によれば、較正コンポーネント614は、たとえば、
較正管理コンポーネント616、モニタコンポーネント618、分析器コンポーネント620、ア
ライメントコンポーネント622、位相補間器コンポーネント624(PHASE INTER. COMPONENT)
、計算機コンポーネント626、経路差決定コンポーネント628(PATH DIF. DETERMIN. COMPO
NENT)、チャネル推定器コンポーネント630、オフセットコンポーネント632、およびフィ
ルタコンポーネント634を備えることができる。
【００７４】
　較正管理コンポーネント616は、較正管理コンポーネント616の様々なコンポーネント(
たとえば、モニタコンポーネント618、分析器コンポーネント620、アライメントコンポー
ネント622など)の動作、較正管理コンポーネント616の様々なコンポーネントの間のデー
タフロー、較正管理コンポーネント616と他のコンポーネント(たとえば、ADCコンポーネ
ント608、コンバイナコンポーネント636、プロセッサコンポーネント640、データストア6
42など)との間のデータ、および/または較正管理コンポーネント616の他の動作もしくは
関連付けられている他の動作を制御するか、または管理することができる。較正コンポー
ネント616の様々なコンポーネントを使用することで、較正管理コンポーネント616は、AD
Cコンポーネント608のそれぞれのサブADCおよび/またはそれぞれのサブADCに関連付けら
れている情報もしくは経路(たとえば、サブADC経路)をそれぞれ較正するか、または調整
して、それぞれのサブADCに関連付けられている経路の間のそれぞれのサブADC経路差を補
正するか、または軽減する(たとえば、サブADC経路の間の経路差を補正するか、軽減する
か、均等化するか、または実質的に均等化する)ことを容易にすることもできる。
【００７５】
　モニタコンポーネント618は、補助経路上の補助サンプル、それぞれのサブADC経路上の
サンプル、経路の間の経路差、通信状態に関係する情報、トランシーバコンポーネント60
0に関連付けられている伝達特性などに関係する情報などの、情報を監視するか、感知す
るか、または検出することができる。たとえば、モニタコンポーネント618は、補助経路
上の補助サンプルおよびそれぞれのサブADC経路上のサンプルに関係する情報を監視する
か、感知するか、または検出することができ、そのような情報は、ADCコンポーネント608
のそれぞれのサブADCの経路の間の経路差を決定することを容易にすることができる。
【００７６】
　分析器コンポーネント620は、トランシーバコンポーネント600に関連付けられているデ
ータを分析するか、評価するか、または比較して、ADCコンポーネント308のそれぞれのサ
ブADCおよび/またはそれぞれのサブADCに関連付けられている情報もしくは経路(たとえば
、サブADC経路)を較正もしくは調整することを容易にし、それぞれのサブADCに関連付け
られているそれぞれのサブADC経路差を補正するか、または軽減する(たとえば、それぞれ
のサブADC経路を均等化するか、または実質的に均等化する)ことを容易にすることができ
る。分析器コンポーネント620によって分析され得るデータは、たとえば、セット610のそ
れぞれのサブADCに関連付けられているアナログもしくはデジタルサンプル、補助サブADC
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612に関連付けられているデジタルサンプル、受信されたアナログ信号に関連付けられて
いる(たとえば、その信号から取得された)復元されたデータ(たとえば、デジタルデータ)
、それぞれのサブADCに関連付けられ得る様々な種類の伝達特性、チャネル推定もしくは
チャネル応答に関係する情報、計算機コンポーネント626によって実行された計算の結果
得られる情報、それぞれのサブADCに関連付けられているそれぞれの伝達関数に関係する
情報、それぞれのサブADCの間のそれぞれの経路差に関係する情報および/またはサブADC
の較正に関係する他の情報に関係するものとしてよい。このデータ分析に少なくとも一部
は基づき、分析器コンポーネント620は、ADCコンポーネント608のそれぞれのサブADCの較
正もしくは調整および/またはサブADCに関連付けられている情報もしくは経路に関係する
決定を行うことを容易にし、それぞれのサブADCに関連付けられている経路の間のそれぞ
れのサブADC経路差を補正するか、または軽減することを容易にするために較正管理コン
ポーネント616によって使用できる分析結果を生成することができる。
【００７７】
　アライメントコンポーネント622は、定義されたアライメントアルゴリズムに従って、
セット610のサブADCと、またはそれに対して補助サブADC612をアライメントするか、また
は較正する(たとえば、最初にアライメントするか、または較正する、再アライメントす
るか、または再較正する)ことができる。いくつかの実装において、較正コンポーネント6
14は、補助サブADC612とセット610のサブADCとの間の位相もしくは時間差を調整すること
を容易にして、セット610のサブADCと、またはそれに対して補助サブADC612をアライメン
トするか、または較正することを容易にするために補助サブADC612と関連付けられ得る位
相補間器コンポーネント624を含むか、または関連付けられ得る。
【００７８】
　たとえば、位相補間器コンポーネント624は、補助サブADC612をセット610のサブADCの
サンプリングインスタントのうちの1つに合わせることを可能にすることができる。アラ
イメントコンポーネント622は、補助サブADC612に関連付けられている補助経路(および関
連する補助信号)またはセット610のサブADCに関連付けられている経路(および関連する信
号)に適用され、それぞれ、補助信号または信号を遅延させることを容易にし、サブADCと
、またはそれに対して補助サブADC612をアライメントするか、または較正することを容易
にすることができるアナログ遅延線を使用することもできる。補助経路サンプリングレー
ト、位相補間器コンポーネント624の位相補間器、およびアナログ遅延線は、(たとえば、
アライメントコンポーネント622および/または較正管理コンポーネント616によって)補助
サブADC612およびセット610のサブADCのサンプリングインスタントの間で初期マッチ(ま
たは少なくとも実質的なマッチ)を確立することを容易にするように適切に設計または制
御されるものとしてよい。
【００７９】
　いくつかの実装において、アラインメントコンポーネント622および/または較正管理コ
ンポーネント616は、位相補間器コンポーネント624を制御して、補助経路に関連する補助
サブADC612の位相を調整することができ、および/または補助経路(および関連する補助信
号)に適用され得るアナログ遅延線を調整するか、または選択することを容易にし、補助
サブADC612および補助経路とセット610のサブADCおよび関連するサブADC経路とのアライ
メント(たとえば、初期アラインメント)を実行することを容易にすることができる。各位
相補間器遅延およびアナログ遅延線遅延について、アラインメントコンポーネント622は
、アナログ遅延線または経路のうちの各1つについてセット610のサブADCすべてのサンプ
ルを調べて(たとえば、分析し、評価し)、補助サブADC612がセット610のサブADCとアライ
メントされているかどうかを決定することができる。補助サブADC612のアライメントが達
成されると決定されたときに、アライメントコンポーネント622は、アライメントプロセ
スを終了させることができ、アライメントインジケータを較正管理コンポーネント616に
送信することができ、アライメントインジケータは、補助サブADC612とセット610のサブA
DCとの所望のアライメントが達成されていることを指示することができる。
【００８０】
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　計算機コンポーネント626は、本明細書で開示されている方程式を含む方程式、および/
または行列を使用してデータ値に対して計算(たとえば、数学的計算)を実行して、計算結
果を生成することができる。たとえば、計算機コンポーネント626は、補助サブADC612に
対する補助サンプル(または補助サンプルの平均、中央値、または傾向値)とセット610の
サブADCに関連付けられている対応するサンプル(または対応するサンプルの平均、中央値
、または傾向値)との間の平方差誤差または平均(もしくは中央値もしくは傾向)平方差誤
差を計算することができる。較正管理コンポーネント616は、計算結果を使用して、ADCコ
ンポーネント608のそれぞれのサブADCおよび/またはそれぞれのアレイに関連付けられて
いる情報もしくは経路(たとえば、サブADC経路)を較正するか、または調整することを容
易にし、セット610のそれぞれのサブADCに関連付けられているそれぞれのサブADC経路差
を補正するか、または軽減することを容易にすることができる。
【００８１】
　経路差決定コンポーネント628は、セット610のサブADCのそれぞれの経路の間さらには
補助サブADC612の補助経路とセット610のサブADCの経路との間の差を、分析器コンポーネ
ント620からの分析結果、計算機コンポーネント626からの計算結果(たとえば、平方差誤
差結果もしくは他の結果)、または他の情報に少なくとも一部は基づき、決定するために
使用され得る。たとえば、経路差決定コンポーネント628は、セット610のサブADCのそれ
ぞれの経路の間および/または補助サブADC612の補助経路とセット610のサブADCの経路と
の間の差を、補助サブADC612に関連付けられている補助信号とセット610のそれぞれのサ
ブADCに関連付けられているそれぞれの信号との比較に関係する結果(たとえば、分析もし
くは計算結果)に少なくとも一部は基づき、決定することができる。
【００８２】
　チャネル推定器コンポーネント630は、たとえば、所望のチャネル推定技術を使用して
、チャネル推定または決定を実行し、ADCコンポーネント608のそれぞれのサブADCのそれ
ぞれの経路に関連付けられているそれぞれの伝達関数、および/またはそれらの経路の間
の伝達関数差を決定することを容易にすることができる。チャネル推定器コンポーネント
630は、多数のチャネル推定技術のうちのどれかを使用して、そのような伝達関数を決定
することを容易にすることができる。たとえば、チャネル推定器コンポーネント630は、
最小2乗チャネル推定技術、データ相互相関技術、反復チャネル推定技術(たとえば、LMS
チャネル推定、RLSチャネル推定、ブラインドチャネル推定など)、または別の望ましいチ
ャネル推定技術を使用して、そのような伝達関数または伝達関数差を決定することを容易
にすることができる。
【００８３】
　オフセットコンポーネント632は、たとえば、サブADC経路に関連付けられている、タイ
ミングオフセットなどのオフセットを調整することを容易にし、セット610のそれぞれの
サブADCのそれぞれの経路の間、および/またはセット610のサブADCの経路と補助サブADC6
12に関連付けられている補助経路との間の経路差を(たとえば、平方差誤差メトリックに
基づき)低減するか、または最小にすることを容易にするために較正管理コンポーネント6
16によって使用され得る。たとえば、サンプル関係情報の分析の結果に少なくとも一部は
基づき、較正管理コンポーネント616またはオフセットコンポーネント632は、補助サブAD
C612に関してサブADCに関連付けられている平方差誤差メトリックを低減するか、または
最小にすることができるサブADCアレイのサブADCに適用され得るタイミングオフセットを
決定することができる。較正管理コンポーネント616またはオフセットコンポーネント632
は、タイミングオフセットによってADCコンポーネント608のサブADCのうちの1つまたは複
数に関連付けられているサブADC経路のうちの1つまたは複数を調整して、補助サブADC122
に関してサブADCの経路に関して決定された平方差誤差メトリックを低減するか、または
最小にすることができる。このようにして、サブADC経路遅延のすべてが、較正コンポー
ネント120(または他のコンポーネント)が追加の計算を実行しなくても均等化されること
が知られ得る。
【００８４】
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　いくつかの実装において、オフセットコンポーネント632は、1つまたは複数のタイミン
グオフセットを実装するか、または導入して、1つまたは複数のオフセットにおけるそれ
ぞれのサブADC経路のそれぞれのチャネル応答を(たとえば、チャネル推定器コンポーネン
ト630によって)測定するか、決定するか、または推定することを容易にし、および/また
はセット610のサブADCの間の経路差を補正するか、または軽減することを容易にするため
に使用され得る。他の実装において、オフセットコンポーネント632は、サブADC経路に関
連付けられているタイミングオフセットを調整することを容易にし、セット610のそれぞ
れのサブADCのそれぞれの伝達関数を、それぞれのサブADCのそれぞれの伝達関数が同じに
なるか、または少なくとも実質的に同じになるまで調整することを容易にするために較正
管理コンポーネント616によって使用され得る。
【００８５】
　フィルタコンポーネント634は、アナログ信号(たとえば、アナログデータサンプル)ま
たはデジタル信号(たとえば、デジタルデータサンプル)などの情報をフィルタリングする
か、または処理して、ADCコンポーネント608のサブADCのそれぞれの経路の間のサブADC経
路差を補正するか、軽減するか、または均等化する(または少なくとも実質的に均等化す
る)ことを容易にすることができる1つまたは複数のアナログもしくはデジタルフィルタを
備えることができる。フィルタコンポーネント634は、ADCコンポーネント608の各ADCサブ
コンポーネントの推定されたか、または決定されたチャネル応答に関係する情報に少なく
とも一部は基づきフィルタ(たとえば、アナログ補正フィルタもしくはデジタル補正フィ
ルタ)を構成することを容易にすることができる。フィルタコンポーネント634は、構成さ
れたフィルタを使用して、それぞれのサブADCのそれぞれのサブADC信号を処理する(たと
えば、フィルタリングする)ことを容易にし、ADCコンポーネント608のそれぞれのサブADC
の間の経路差を補正するか、軽減するか、または均等化することを容易にすることができ
る。実装によれば、フィルタコンポーネント634は反復もしくは適応型技術(たとえば、LM
SもしくはRLS技術)を使用して、または直接計算(たとえば、計算機コンポーネント626に
よって容易にされるような)を使用してフィルタ(たとえば、サブADC経路補正デジタルフ
ィルタ)を構成することができる。いくつかの実装において、フィルタコンポーネント634
は、アナログフィルタであってもよい補正フィルタを使用することができ、較正管理コン
ポーネント616は、それぞれのADCサブコンポーネントの推定されたか、または決定された
チャネル応答の情報に少なくとも一部は基づき、アナログ補正フィルタを制御するか、ま
たは構成することを容易にし、それぞれのサブADC信号を処理することを容易にし、ADCコ
ンポーネント608のそれぞれのADCサブコンポーネントの間の経路差を均等化するか、また
は少なくとも実質的に均等化することを容易にすることができる。
【００８６】
　トランシーバコンポーネント600は、ADCコンポーネント608のそれぞれのサブADCのそれ
ぞれのデジタルデータサブストリームを組み合わせるか、統合するか、または逆インタリ
ーブして、受信されたアナログ信号に含まれるデータを正確に表すことができるデジタル
データストリームを生成することができるコンバイナコンポーネント636も備えることが
できる。コンバイナコンポーネント636は、ADCコンポーネント608のサブADCからデジタル
データサブストリームを受信することを容易にするためにADCコンポーネント608に関連付
けられ得る(たとえば、通信可能に接続され得る)。コンバイナコンポーネント636は、較
正コンポーネント614にも関連付けられ、これにより、較正コンポーネント614による分析
のためにそれぞれのデジタルデータサブストリーム(たとえば、それぞれのデジタルデー
タサンプル)を較正コンポーネント614に供給することを容易にし、ADCコンポーネント608
のそれぞれのサブADCおよび/またはそれぞれのサブADCに関連付けられている情報もしく
は経路を較正するか、または調整することを容易にし、ADCコンポーネント608のそれぞれ
のサブADCに関連付けられているそれぞれのサブADC経路差を補正するか、または軽減する
(たとえば、それぞれのサブADC経路を均等化するか、または実質的に均等化する)ことを
容易にすることができる。
【００８７】
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　トランシーバコンポーネント600は、ADCコンポーネント608のサブADCから出力されたデ
ジタルデータサブストリームの組み合わされたか、または統合されたデジタルデータサン
プルを含む、デジタルデータストリームを復号し、および/または誤り訂正して、所望の
復号および/または誤り訂正技術に従って、アナログ信号でトランシーバコンポーネント6
00に送られたデータを決定するか、または復元する(たとえば、データのデータ値を決定
する)ことを容易にすることができる復号器コンポーネント638も備えることができる。復
号器コンポーネント638は、たとえば、リードソロモンアルゴリズム、ハミング符号、Bos
e、Ray-Chaudhuri、Hocquenghem(BCH)アルゴリズム、順方向誤り訂正(FEC)アルゴリズム
、または他の復号アルゴリズムもしくは誤り訂正アルゴリズムなどを使用して、デジタル
データサブストリームのそれぞれのデジタルデータサンプルに関連付けられている誤りを
復号し、および/または訂正することを容易にし、アナログ信号のデータを決定するか、
または復元することを容易にすることができる。
【００８８】
　トランシーバコンポーネント600は、他のコンポーネント(たとえば、送信機コンポーネ
ント602、受信機コンポーネント604、インタリーバコンポーネント606、ADCコンポーネン
ト608、較正コンポーネント614など)と連動して動作し、本明細書で開示されているよう
に、トランシーバコンポーネント600の様々な機能を実行することを容易にすることがで
きるプロセッサコンポーネント640も備え得る。プロセッサコンポーネント640は、トラン
シーバコンポーネント600などによって実行される動作に関係する情報(たとえば、音声も
しくはデータ情報)などのデータを処理することができる1つまたは複数のプロセッサ(た
とえば、中央演算処理装置(CPU)、グラフィカルプロセッシングユニット(GPU)、フィール
ドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)など)、マイクロプロセッサ、またはコントローラ
を使用して、信号を送信すること、信号を受信すること、補助信号を生成すること、サブ
ADC610のセットおよび補助サブADC612を較正するか、または調整すること、セット610内
のサブADCおよび補助サブADC612に関連付けられている情報もしくは経路を較正するか、
または調整すること、チャネル推定を実行すること、計算を実行すること、フィルタを構
成すること、信号をフィルタリングすること、および/または他の動作を実行することを
容易にすることができ、トランシーバコンポーネント600とトランシーバコンポーネント
を600に関連付けられている(たとえば、接続されている)他のコンポーネントとの間のデ
ータフローを制御することができ、トランシーバコンポーネント600の様々なコンポーネ
ントの間のデータフローを制御することができる。
【００８９】
　別の態様において、トランシーバコンポーネント600は、データ構造体(たとえば、音声
情報、データ、メタデータ)、コード構造体(たとえば、モジュール、オブジェクト、クラ
ス、プロシージャ)、コマンド、もしくは命令、信号を送信すること、信号を受信するこ
と、補助信号を生成すること、サブADC610のセットおよび補助サブADC612を較正するか、
または調整すること、サブADC610のセットおよび補助サブADC612に関連付けられている情
報もしくは経路を較正するか、または調整すること、チャネル推定を実行すること、計算
を実行すること、フィルタを構成すること、信号をフィルタリングすること、および/ま
たは他の動作を実行することに関係する情報、パラメータデータ、アルゴリズム(たとえ
ば、サブADCを較正することに関係するアルゴリズム、アナログもしくはデジタルフィル
タを構成することに関係するアルゴリズム、補助サブADC612をセット610のサブADCとアラ
イメントすることに関係するアルゴリズム(たとえば、定義されているアライメントアル
ゴリズム)、チャネル推定に関係するアルゴリズムなど)に関係する情報、定義されている
経路補正基準、などを記憶することができるデータストア642も備えることができる。一
態様において、プロセッサコンポーネント640は、少なくとも一部は送信機コンポーネン
ト602、受信機コンポーネント604、インタリーバコンポーネント606、ADCコンポーネント
608、較正コンポーネント614など、および/またはトランシーバコンポーネント600の実質
的に他の動作可能な態様に対して、動作し、および/または機能性を付与するうえで望ま
しい情報を記憶し、取り出すためにデータストア642に(たとえば、メモリバスを通じて)
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機能的に結合され得る。トランシーバコンポーネント600の様々なコンポーネントは、ト
ランシーバコンポーネント600の動作を実行するために望み通りに、互いの間で、および/
またはトランシーバコンポーネント600に関連付けられている他のコンポーネントの間で
情報を伝達することができる。トランシーバコンポーネント600のそれぞれのコンポーネ
ント(たとえば、送信機コンポーネント602、受信機コンポーネント604、インタリーバコ
ンポーネント606、ADCコンポーネント608、較正コンポーネント614など)は各々、スタン
ドアロンユニットとすることができ、(図示されているように)トランシーバコンポーネン
ト600内に備えられてよく、トランシーバコンポーネント600の別のコンポーネントまたは
トランシーバコンポーネント600とは別のコンポーネント、および/またはその事実上任意
の好適な組合せ内に、望み通りに組み込まれ得る。
【００９０】
　方法は、図7～図9のフローチャートを参照するとよりよく理解することができる。簡単
のため、方法は一連のブロックとして示されているが、請求されている主題は、ブロック
の順序によって限定されず、いくつかのブロックは、本明細書において図示され説明され
ているものから他のブロックと異なる順序でおよび/または同時に出現してよい。さらに
、例示されているブロックすべてが、これ以降に説明されている方法を実装するために必
要とは限らない。
【００９１】
　図7は、トランシーバコンポーネントのサブADCのアレイのサブADCを較正することを容
易にし、サブADC経路差を補正または軽減することを容易にすることができる例示的な方
法700の流れ図である。方法700は、たとえば較正コンポーネントおよびADCコンポーネン
トを含み得る、トランシーバコンポーネントなどの通信デバイスによって実装され得る。
【００９２】
　ブロック702において、サブADCアレイのそれぞれのサブADCの間の経路差は、それぞれ
のサブADCに関連付けられているそれぞれの信号および補助サブADCに関連付けられている
補助信号の分析の結果に少なくとも一部は基づき決定され得る。通信デバイスは、別の通
信デバイスから、データを含むアナログ信号を受信することができる。インタリーブ制御
され得る、ADCコンポーネントのサブADCは、アナログ信号をサンプリングし、2値化する
ことができ、それぞれのサブADCは、それぞれの時間遅延とともにアナログ信号を受信す
ることができる。データ(たとえば、デジタルデータ)は、2値化されたデータサンプルか
ら復元され得る(たとえば、2値化されたデータサンプルが復号器コンポーネントによって
復号された後)。
【００９３】
　アナログデータ信号をデジタルデータ信号に変換することができるサブADCに加えて、A
DCコンポーネントは、補助サブADCを備えることができ、補助信号は、補助サブADCに関連
付けられている補助経路を介してルーティングされ得る。較正コンポーネントは、それぞ
れのサブADCに関連付けられているそれぞれの信号および補助サブADCに関連付けられてい
る補助信号を分析する(たとえば、評価する、比較する)ことができる。分析結果に少なく
とも一部は基づき、較正コンポーネントは、たとえば、サブADCアレイのそれぞれのサブA
DCの間の経路差を決定することができる。経路差は、たとえば、サブADCのそれぞれの経
路の間のタイミングスキュー、それぞれのサブADC経路の間の経路チャネルもしくは帯域
幅ミスマッチ、または受信されたアナログ信号に応答してADCコンポーネントによって生
成される復元されたデジタルデータストリーム内の歪みを引き起こし得るそれぞれのサブ
ADC経路の間の他の種類の経路差もしくは誤差に関係し得る。
【００９４】
　ブロック704において、サブADCアレイのそれぞれのサブADCは、サブADCアレイのそれぞ
れのサブADCの間の経路差を低減するか、または最小にすることを容易にするように、そ
れぞれのサブADCの間の経路差に少なくとも一部は基づき較正され得る。較正コンポーネ
ントは、サブADCアレイのそれぞれのサブADCの間の経路差を低減するか、最小にするか、
補正するか、または軽減することを容易にするように、サブADCアレイのそれぞれのサブA
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DCのうちの1つまたは複数に、サブADCアレイのそれぞれのサブADCの間の決定された経路
差に少なくとも一部は基づき適用され得る1つまたは複数の較正もしくは調整を決定する
ことができる。たとえば、較正コンポーネントは、タイミング調整、帯域幅調整、伝達関
数、またはそれぞれのサブADCのうちの1つまたは複数に適用され得る他の種類の較正を、
それぞれのサブADCの間の決定された経路差に少なくとも一部は基づき決定し、それぞれ
のサブADCを較正することができる。サブADCの較正は、他の方法では経路差が補正されな
いか、または軽減されない結果として引き起こされている可能性があるデジタルデータス
トリーム内の歪みを低減するか、または軽減することを容易にすることができる。
【００９５】
　通信デバイスは、それぞれのサブADCからそれぞれのデジタルデータサブストリームを
組み合わせるか、または統合して受信されたアナログ信号からのデータに対応するものと
してよいデジタルデータストリームを生成することができるコンバイナコンポーネントも
備え得る。望み通りに、デジタルデータストリームは、さらに処理され得るか(たとえば
、イコライザコンポーネントおよび/または復号器コンポーネントを使用して)、または出
力として供給され得る(たとえば、提示されるか、または表示され得る)。
【００９６】
　図8は、トランシーバコンポーネントのサブADCのアレイのサブADCを較正することを容
易にし、サブADC経路差を補正または軽減することを容易にすることができる別の例示的
な方法800の流れ図である。方法800は、たとえば、インタリーバコンポーネント、補助サ
ブADCおよびサブADCのセットを含むADCコンポーネント、較正コンポーネント、復号器コ
ンポーネント、ならびにコンバイナコンポーネントを備え得る、トランシーバコンポーネ
ントなどの通信デバイスによって実装され得る。
【００９７】
　ブロック802において、補助サブADCは、サブADCのセットのサブADCとアライメントされ
得る。較正コンポーネントは、サブADCのセットのサブADCと補助サブADCをアライメント
するか、または較正する(たとえば、最初にアライメントするか、または較正する、再ア
ライメントするか、または再較正する)ことができる。較正コンポーネントは、補助サブA
DCをサブADCのセットのサブADCとアライメントするか、または較正し、補助サブADCのサ
ンプリングがサブADCとアライメントされることを可能にすることができる。較正コンポ
ーネントは、位相補間器コンポーネントを備えるか、または関連付けられるものとしてよ
く、および/または補助サブADCをサブADCとアライメントするか、較正することを容易に
するために使用できる遅延線(たとえば、アナログ遅延線)を採用することができる。たと
えば、較正コンポーネントは、補助サンプリングレートを選択することができ、補助サブ
ADCに関連付けられている補助サンプリング時間をサブADCに関連付けられているサンプリ
ング時間とアライメントして、補助サブADCの補助経路に関連付けられている補助信号の
サンプリングがサブADCに関連付けられているサンプリング時間のサブセットと同時にま
たは少なくとも実質的に同時に生じることを可能にすることができる。
【００９８】
　ブロック804で、データを含むアナログ信号が受信され得る。通信デバイスは、有線も
しくはワイヤレス通信チャネルもしくは媒体を介して別の通信デバイスからアナログ信号
を受信することができる。
【００９９】
　ブロック806で、アナログ信号は、サブADCのセット(たとえば、アレイ)のそれぞれのイ
ンタリーブ制御されたサブADCにわたってインタリーブされ得る。インタリーバコンポー
ネントは、それぞれのサブADCにわたってアナログ信号をインタリーブすることを容易に
することができ、それぞれのサブADCは、インタリーバコンポーネントからそれぞれの時
間遅延とともにアナログ信号を受信することができる。
【０１００】
　ブロック808で、それぞれのサブADCに関連付けられているそれぞれの時間遅延されたア
ナログ信号および補助サブADCに関連付けられている補助信号はサンプリングされ、それ
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により、それぞれのサブADCに関連付けられているそれぞれのアナログデータサンプルお
よび補助サブADCに関連付けられている補助サンプルを生成し、それぞれの時間遅延され
たアナログ信号を2値化することを容易にし、それぞれのサブADCの間の経路差を決定する
ことを容易にすることができる。それぞれのサブADC(またはサブADCに関連付けられてい
るサンプラコンポーネント)は、それぞれの時間遅延されたアナログ信号をサンプリング
して、それぞれのアナログデータサンプルを生成することができ、それぞれのサブADCは
、それぞれのサンプリング時間でサンプリングされ得る(たとえば、第1のサブADCは時間0
、2t、4t、6tなどでサンプリングされ得るが、第2のサブADCは時間1t、3t、5t、7tなどで
サンプリングされ得る)。補助サブADC(または補助サブADCに関連付けられている補助サン
プラ)は、補助サブADCが定義された期間にサブADCのセットのサブADCの各々の1つまたは
複数のそれぞれのサンプリング時間に対応し得る時間で補助信号をサンプリングすること
を可能にし得るサンプリングレートでサンプリングされ得る。
【０１０１】
　いくつかの実装において、補助サブADCに関連付けられているサンプリングレートは、
サブADCに関連付けられているサンプリングレートよりも低いレートであるものとしてよ
い。たとえば、サブADCのセットが、上で示されているように、それぞれの時間にサンプ
リングされる第1のサブADCおよび第2のサブADCを含む場合、較正コンポーネント(または
別のコンポーネント)は、補助経路(および補助サブADC)に関連付けられているサンプリン
グレートを、5t毎などのより遅いレートでサンプリングするように設定することができ、
補助信号は、5t、10t、15t、20tなどで補助サブADCまたはサンプラによってサンプリング
され得る。
【０１０２】
　ブロック810で、それぞれのアナログデータサンプルおよび補助サンプルは、それぞれ
のデジタルデータサンプルおよびデジタル補助サンプルに変換され得る。それぞれのサブ
ADCは、それぞれのアナログデータサンプルを分析することができ、アナログデータサン
プルをそれぞれのデジタルデータサンプルに2値化するか、または変換することができ、
それぞれのデジタルデータサンプルは、それぞれのアナログデータサンプルに対応するも
のとしてよい。補助サブADCは、アナログ補助サンプルを分析することができ、アナログ
補助サンプルを対応するデジタル補助サンプルに2値化するか、または変換することがで
きる。
【０１０３】
　ブロック812で、サブADCに関連付けられているそれぞれの信号(たとえば、アナログま
たはデジタルデータサンプル)および補助サブADCに関連付けられている補助信号(たとえ
ば、アナログまたはデジタル補助サンプル)が分析され得る。較正コンポーネントは、サ
ブADCに関連付けられているそれぞれの信号および補助サブADCに関連付けられている補助
信号を分析する(たとえば、評価する、比較する)ことができ、それにより、サブADCのセ
ットのそれぞれのサブADCの間の経路差を決定することを容易にすることができる。たと
えば、較正コンポーネントは、サブADCに関連付けられているそれぞれの信号に関連付け
られているそれぞれの特性に関して補助信号に関連付けられている特性を評価するか、ま
たは比較して、それぞれのサブADCの間の経路差を決定することを容易にすることができ
る。
【０１０４】
　ブロック814において、サブADCのセットのそれぞれのサブADCの間の経路差は、それぞ
れのサブADCに関連付けられているそれぞれの信号および補助サブADCに関連付けられてい
る補助信号の分析の結果に少なくとも一部は基づき決定され得る。較正コンポーネントは
、補助信号に関連付けられている特性およびサブADCに関連付けられているそれぞれの信
号に関連付けられているそれぞれの特性を分析した(たとえば、評価した、比較した)結果
に少なくとも一部は基づきそれぞれのサブADCの間の経路差を決定することができる。
【０１０５】
　ブロック816において、サブADCのセットのそれぞれのサブADCは、それぞれのサブADCの
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間の経路差に少なくとも一部は基づき較正され、それぞれのサブADCの間の経路差を低減
するか、または最小にすることを容易にすることができる。較正コンポーネントは、それ
ぞれのサブADCの間の決定された経路差(たとえば、タイミングスキュー、帯域幅差、他の
経路差)に少なくとも一部は基づき、サブADCのセットのそれぞれのサブADCのうちの1つま
たは複数に適用され得る1つまたは複数の較正または調整を決定し、サブADCアレイのそれ
ぞれのサブADCの間の経路差を低減するか、最小にするか、補正するか、または軽減する
ことを容易にすることができる。
【０１０６】
　サブADCのセットのサブADCが較正コンポーネントによって較正される場合に、それぞれ
のサブADCは、それぞれのデジタルデータサンプルを含むそれぞれのデジタルデータサブ
ストリームを生成するように動作することができ、デジタルデータサブストリームに対す
る歪みまたは誤りは、それぞれのデジタルデータサブストリームが組み合わされてデジタ
ルデータストリームを生成するときに低減されるか、または最小にされ得る。したがって
、較正コンポーネントおよび方法800は、他の方法では経路差が補正されないか、または
軽減されない結果として引き起こされているであろう歪みを軽減することを容易にするこ
とができる。
【０１０７】
　ブロック818で、それぞれのデジタルデータサンプルのそれぞれのデータ(たとえば、デ
ータ値)は決定されるものとしてよい。いくつかの実装において、コンバイナコンポーネ
ントは、それぞれのサブADCのそれぞれのデジタルデータサブストリーム(たとえば、それ
ぞれのデジタルデータサンプル)を組み合わせるか、または統合して、デジタルデータス
トリームを生成することができ、デジタルデータストリームは、受信されたアナログ信号
に含まれるデータ(たとえば、アナログ形式の)に対応し得るデータを含み得る。復号器コ
ンポーネントは、デジタルデータサンプルを含む、デジタルデータストリームを復号して
、それぞれのデジタルデータサンプルから(の)それぞれのデータを復元する(たとえば、
決定する)ことを容易にすることができる。望み通りに、それぞれのデータは、さらに処
理され得るか、または出力として供給され得る(たとえば、提示されるか、または表示さ
れ得る)。
【０１０８】
　図9は、補助サブADC(および関連付けられている補助経路)をサブADCのセット(たとえば
、アレイ)のうちのサブADC(および関連付けられているサブADC経路)とアライメントする
か、または較正することができる例示的な方法900の流れ図である。方法900は、たとえば
ADCコンポーネントおよび較正コンポーネントを含み得る、トランシーバコンポーネント
などの通信デバイスによって実装され得る。ADCコンポーネントは、補助サブADCおよびサ
ブADCのセットを備えることができ、サブADCのセットは、アナログ信号をデジタル信号に
変換するために使用されてよく、補助サブADCは、サブADCのセットを較正することを容易
にするために使用され得る。補助サブADCは、位相補間器コンポーネントを備えるか、ま
たは関連付けられるものとしてよく、および使用することができ、および/または補助サ
ブADCをサブADCのセットのサブADCとアライメントするか、較正することを容易にするた
めに遅延線(たとえば、アナログ遅延線)を採用することができる。
【０１０９】
　ブロック902で、1つまたは複数のそれぞれのサンプリング時間が、サブADCのセットの1
つまたは複数のそれぞれのサブADCについて決定され得る。ブロック904で、補助サンプリ
ング時間が、補助サブADCについて決定され得る。較正コンポーネントは、それぞれのサ
ブADCに関連付けられているそれぞれのサンプリング時間および補助サブADCに関連付けら
れている補助サンプリング時間を決定することができる。
【０１１０】
　ブロック906で、それぞれのサブADCに関連付けられているそれぞれのサンプリング時間
は、補助サブADCに関連付けられている補助サンプリング時間と比較され得る。較正コン
ポーネントは、それぞれのサンプリング時間および補助サンプリング時間を分析すること
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ができる。分析の一環として、較正コンポーネントは、それぞれのサンプリング時間を補
助サンプリング時間と比較することができる。
【０１１１】
　ブロック908で、補助サンプリング時間がそれぞれのサブADCに関連付けられているそれ
ぞれのサンプリング時間のうちのどれか1つとアライメントされる(または少なくとも実質
的にアライメントされる)かどうかに関して決定がなされ得る。それぞれのサンプリング
時間と補助サンプリング時間との比較の結果に少なくとも一部は基づき、較正コンポーネ
ントは、補助サンプリング時間がそれぞれのサンプリング時間のうちのどれか1つとアラ
イメントされる(または少なくとも実質的にアライメントされる)かどうかを決定すること
ができる。
【０１１２】
　補助サンプリング時間が、それぞれのサブADCに関連付けられているそれぞれのサンプ
リング時間のうちのどれか1つとアライメントされていない(または少なくとも実質的にア
ライメントされていない)と決定された場合、ブロック910において、補助サンプリング時
間は、補助サブADCをサブADCのセットのサブADCとアライメントすることを容易にするよ
うに、定義された時間の長さだけ調整され得る。たとえば、補助サンプリング時間が時間
0におけるサンプリングではなく0.2tのサンプリング誤差またはオフセットから始まり、
セットのサブADCが0.1tのサンプリング誤差またはオフセットから始まるサンプリング時
間に関連付けられている場合、較正コンポーネントは、補助サンプリング時間がサブADC
に関連付けられているサンプリング時間とアライメントされない(または少なくとも実質
的にアライメントされない)と決定することができる。較正コンポーネントは、時間調整
量を決定することができるか、または補助サンプリング時間に適用すべき定義された(た
とえば、事前定義された)時間調整量(たとえば、-0.1t、+0.1t、または他の何らかの望ま
しい時間調整量)を使用して、補助サンプリング時間を調整することを容易にして、補助
サブADCをセットのサブADCとアライメントする(または実質的にアライメントする)ことを
容易にすることができる。較正コンポーネントは、位相補間器コンポーネントおよび/ま
たはアナログ遅延線を使用して、補助サブADCの補助サンプリング時間を所望の時間調整
量だけ調整することを容易にすることができる。この時点において、補助サブADCがセッ
トのサブADCとアライメントされない(または実質的にアライメントされない)と、方法900
はブロック902に戻るものとしてよく、その時点から続行することができる。
【０１１３】
　ブロック908に戻り、ブロック908において、補助サンプリング時間がサブADCのセット
のサブADCに関連付けられているそれぞれのサンプリング時間のうちの1つとアライメント
される(または少なくとも実質的にアライメントされる)と決定された場合、ブロック912
で、補助サブADCはサブADCのセットのサブADCとアライメントされる(たとえば、適切にも
しくは許容可能にアライメントされる)と決定され得る。比較結果に少なくとも一部は基
づき、較正コンポーネントが、補助サンプリング時間がセットのサブADCに関連付けられ
ているそれぞれのサンプリング時間のうちの1つとアライメントされる(または少なくとも
実質的にアライメントされる)と決定した場合、較正コンポーネントは、補助サブADCがセ
ットのサブADCとアライメントされる(たとえば、適切にもしくは許容可能にアライメント
される)と決定することができる。補助サブADCとサブADCとのアライメントは、それぞれ
のサブADCに関連付けられている経路の間の経路差を決定することと、それぞれのサブADC
を較正してそれらの経路差を補正するか、軽減するか、または低減することとを容易にす
るように補助サブADCが較正コンポーネントによって使用されることを可能にし得る。
【０１１４】
　方法900の一例として、サブADCのセットの第1のサブADCの第1のアナログ信号が、時間0
t、2t、4t、6t、8t、10t、...、18t、20t、22t、などでサンプリングされるように設定さ
れる場合、較正コンポーネントは、補助サンプリングレート(たとえば、5t毎)を選択する
ことができ、補助サブADCに関連付けられているサンプリング時間(たとえば、10t、20t、
30tなど)を第1のサブADCに関連付けられているいくつかのサンプリング時間とアライメン
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トし、補助サブADCの補助経路に関連付けられている補助信号のサンプリングが第1のサブ
ADCに関連付けられているサンプリング時間のサブセット(たとえば、10t、20t、30tなど)
と同時にまたは少なくとも実質的に同時に生じることを可能にすることができる。別の例
として、その代わりに、サブADCのセットの第1のサブADCの第1のアナログ信号が、時間(0
+0.1)t、(2+0.1)t、(4+0.1)t、(6+0.1)t、(8+0.1)t、(10+0.1)t、...、(18+0.1)t、(20+0
.1)t、(22+0.1)t、などでサンプリングされるように設定されるか、または決定される場
合、較正コンポーネントは、補助サンプリングレート(たとえば、5t毎)を選択することが
でき、補助サブADCに関連付けられているサンプリング時間(たとえば、(10+0.1)t、(20+0
.1)t、(30+0.1)tなど)を第1のサブADCに関連付けられているサンプリング時間とアライメ
ントし、補助サブADCの補助経路に関連付けられている補助信号のサンプリングが第1のサ
ブADCに関連付けられているサンプリング時間のサブセット(たとえば、(10+0.1)t、(20+0
.1)t、(30+0.1)tなど)と同時にまたは少なくとも実質的に同時に生じることを可能にする
ことができる。
【０１１５】
　本明細書で説明されている技術は、任意のデバイスおよび/またはネットワークに適用
されてよく、ADCコンポーネントのADCサブコンポーネントの較正は、通信デバイス(たと
えば、トランシーバコンポーネント)を備えるシステムにおいて望ましいものである。ハ
ンドヘルド、ポータブル、および他のコンピューティングデバイスならびにすべての種類
のコンピューティングオブジェクトは、様々な非限定的な実施形態に関連して、たとえば
、デバイスが通信デバイスに関連付けられているシステムに関連付けられているADCコン
ポーネントのADCサブコンポーネントの較正を実装することが望ましいものとしてよい任
意の場所において、使用することが企図されている。したがって、図10において以下で説
明されている以下の汎用リモートコンピュータは一例であり、開示されている主題は、ネ
ットワーク/バス相互運用性および相互作用を有する任意のクライアントにより実装され
得る。したがって、開示されている主題は、関わるクライアントリソースがほとんどない
か、または最小限度であるネットワークに接続されホストされているサービスの環境、た
とえば、クライアントデバイスがアプライアンス内に置かれているオブジェクトなどのネ
ットワーク/バスとの単なるインターフェースとして働くネットワーク接続環境内で実装
され得る。
【０１１６】
　図10は、開示されている主題のいくつかの態様が実装され得るコンピューティングシス
テム環境1000の一例を示しているが、コンピューティングシステム環境1000は、デバイス
に対するコンピューティング環境の一例にすぎない。
【０１１７】
　図10は、開示されている主題を実装するための例示的なデバイスがコンピュータ1010の
形態の汎用コンピューティングデバイスを含むことを示している。コンピュータ1010のコ
ンポーネントは、処理ユニット1020、システムメモリ1030、およびシステムメモリを含む
様々なシステムコンポーネントを処理ユニット1020に結合するシステムバス1021を含むも
のとしてよい。
【０１１８】
　コンピュータ1010は、典型的には、様々なコンピュータ可読媒体を備える。システムメ
モリ1030は、リードオンリーメモリ(ROM)および/またはランダムアクセスメモリ(RAM)な
どの揮発性および/または不揮発性メモリの形態のコンピュータ記憶媒体を含み得る。
【０１１９】
　コンピュータ1010は、デバイス1010と異なる媒体機能を有していてもよい、リモートコ
ンピュータ1070などの1つまたは複数の他のリモートコンピュータへの論理接続を使用し
てネットワーク接続または分散環境で動作することができる。図10に示されている論理接
続は、ローカルエリアネットワーク(LAN)またはワイドエリアネットワーク(WAN)などのネ
ットワーク1071を含むが、有線もしくはワイヤレス方式のいずれかの、他のネットワーク
/バスを含むこともできる。LANネットワーキング環境で使用される場合、コンピュータ10
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10は、ネットワークインターフェースまたはアダプタを通じてLAN1071に接続され得る。
【０１２０】
　図11は、例示的なネットワーク接続または分散コンピューティング環境1100の概略図で
ある。分散コンピューティング環境は、コンピューティングオブジェクト1110、1112など
、およびアプリケーション1130、1132、1134、1136、1138、およびデータストア1140によ
って表されるようなプログラム、方法、データストア、プログラム可能論理などを含み得
る、コンピューティングオブジェクトまたはデバイス1120、1122、1124、1126、1128など
を備える。
【０１２１】
　各コンピューティングオブジェクト1110、1112など、およびコンピューティングオブジ
ェクトまたはデバイス1120、1122、1124、1126、1128などは、通信ネットワーク1142を直
接的にまたは間接的に用いて、1つまたは複数の他のコンピューティングオブジェクト111
0、1112など、およびコンピューティングオブジェクトまたはデバイス1120、1122、1124
、1126、1128などと通信することができる。図11では、一例として、コンピューティング
オブジェクトまたはデバイス1120、1122、1124、1126、1128などは、クライアントおよび
コンピューティングオブジェクト1110、1112などと考えられるものとしてよく、コンピュ
ーティングオブジェクト1110、1112などはサーバと考えられるものとしてよく、この場合
、サーバとして機能するコンピューティングオブジェクト1110、1112などは、クライアン
トコンピューティングオブジェクトまたはデバイス1120、1122、1124、1126、1128などか
らデータを受信すること、データを記憶すること、データを処理すること、データをクラ
イアントコンピューティングオブジェクトまたはデバイス1120、1122、1124、1126、1128
などに送信することなどの、データサービスを提供するが、コンピュータは、環境に応じ
て、クライアント、サーバ、またはその両方とみなされ得る。
【０１２２】
　たとえば、通信ネットワーク1142またはバスがインターネットであるネットワーク環境
において、コンピューティングオブジェクト1110、1112などは、他のコンピューティング
オブジェクトまたはデバイス1120、1122、1124、1126、1128などがハイパーテキスト転送
プロトコル(HTTP)などの、多数の知られているプロトコルのうちのどれかを介して伝達す
るウェブサーバであってよい。
【０１２３】
　開示されている主題は、典型的な製造、プログラミング、またはエンジニアリング技術
を使用してハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア、またはこれらの好適な組合せ
を生産し、電子デバイスを制御して開示されている主題を実施するための方法、装置、ま
たは製造品として実装され得る。コンピュータ可読媒体は、ハードウェア媒体、ソフトウ
ェア媒体、非一時的媒体、または輸送媒体を含み得る。
【符号の説明】
【０１２４】
　　100　システム
　　102　トランシーバコンポーネント
　　104　リモート送信機コンポーネント
　　106　ADCコンポーネント
　　114　インタリーバコンポーネント
　　116　コンバイナコンポーネント
　　118　復号器コンポーネント
　　120　較正コンポーネント
　　122　補助サブADC
　　124　データストア
　　128　位相補間器コンポーネント
　　200,300　サンプリングタイミング図
　　302,304,306,402,404,406　サンプリングインスタント
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　　500　システム
　　502　較正コンポーネント
　　504　ADCコンポーネント
　　506　補助サブADC
　　508　サブADC1
　　510　サブADCk
　　512　PGA1
　　514　サンプラコンポーネント1

　　516　コンバータコンポーネント1

　　518　PGAk
　　520　サンプラコンポーネントk

　　522　コンバータコンポーネントk

　　524　較正PGA
　　526　較正サンプラコンポーネント
　　528　較正コンバータコンポーネント
　　530　較正クロック
　　532　クロック
　　600　トランシーバコンポーネント
　　602　送信機コンポーネント
　　604　受信機コンポーネント
　　606　インタリーバコンポーネント
　　608　ADCコンポーネント
　　610　サブADC
　　612　補助サブADC
　　614　較正コンポーネント
　　616　較正管理コンポーネント
　　618　モニタコンポーネント
　　620　分析器コンポーネント
　　622　アライメントコンポーネント
　　624　位相補間器コンポーネント
　　626　計算機コンポーネント
　　628　経路差決定コンポーネント
　　630　チャネル推定器コンポーネント
　　632　オフセットコンポーネント
　　634　フィルタコンポーネント
　　636　コンバイナコンポーネント
　　638　復号器コンポーネント
　　640　プロセッサコンポーネント
　　642　データストア
　　700,800,900　方法
　　1000　コンピューティングシステム環境
　　1010　コンピュータ
　　1020　処理ユニット
　　1021　システムバス
　　1030　システムメモリ
　　1070　リモートコンピュータ
　　1071　ネットワーク
　　1100　ネットワーク接続または分散コンピューティング環境
　　1110,1112　コンピューティングオブジェクト
　　1120,1122,1124,1126,1128　コンピューティングオブジェクトまたはデバイス
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　　1130,1132,1134,1136,1138　アプリケーション
　　1140　データストア
　　1142　通信ネットワーク

【図１】 【図２】
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